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内航おしゃべり広場⑱ 
現場の声募集中！ 匿名可 
世の中に「内航の声」を届けよう 
電話・ショートメール：090・6482・6503 
Ｅメール：rashinban7@gmail.com 

 

 

 

陸
の
会
社
と
は
別
世
界
。
人
と
の
接

し
方
、
距
離
の
取
り
方
が
難
し
い
。
最

初
の
船
は
し
く
じ
っ
た
。
５
千
㎘
の
タ

ン
カ
ー
で
、
仕
事
も
生
活
も
、
船
の
習

慣
が
何
も
か
も
分
か
ら
な
い
の
で
右

往
左
往
。
メ
シ
の
時
間
や
風
呂
に
入
る

順
番
、
ト
イ
レ
や
廊
下
の
掃
除
。
誰
も

教
え
て
く
れ
な
い
の
で
自
分
な
り
に

や
っ
て
た
ら
２
日
目
か
ら
、
あ
あ
だ
こ

う
だ
と
パ
ワ
ハ
ラ
の
連
続
。
ス
タ
ン
バ

イ
と
か
船
の
用
語
も
分
か
ら
な
い
の

で
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
一
生
懸
命
や

っ
た
け
ど
、
10
日
で
ク
ビ
に
。 

社
長
は
「
初
め
て
で
何
も
分
か
ら
な

い
と
言
っ
て
お
く
か
ら
」
と
言
っ
て
た

け
ど
、
船
に
行
っ
た
ら
全
然
話
が
通
じ

て
な
い
。
今
思
え
ば
、
社
長
は
頭
数
だ

け
揃
え
れ
ば
良
か
っ
た
み
た
い
。 

〇
今
の
船
は
ど
う
？ 

人
数
が
少
な
い
せ
い
か
和
気
あ
い

あ
い
。
経
験
者
で
入
社
後
す
ぐ
辞
め
て

い
く
人
が
続
い
た
ら
し
く
、
丁
寧
に
手

取
り
足
取
り
教
え
て
く
れ
る
。
人
の
悪

口
を
言
う
人
も
い
な
い
。
僕
よ
り
若
く 

て
仕
事
が
で
き
る
人
も
、
ち
ゃ
ん
と
目

上
と
し
て
接
し
て
く
れ
る
。
人
間
関
係

に
恵
ま
れ
た
の
か
な
。
ず
っ
と
や
っ
て

行
け
そ
う
な
感
じ
で
す
。 

〇
な
ぜ
船
員
に
？ 

は
っ
き
り
言
っ
て
給
料
。
40
代
後
半

に
な
る
と
年
金
の
こ
と
と
か
、
老
後
の

こ
と
を
色
々
考
え
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
陸
だ
と
50
歳
過
ぎ
る
と
給
料
ダ
ウ

ン
が
普
通
だ
し
60
で
辞
め
さ
せ
ら
れ

る
。
再
雇
用
の
給
料
は
更
に
ダ
ウ
ン
。 

そ
の
点
船
は
実
力
さ
え
あ
れ
ば
ず

っ
と
働
け
る
し
給
料
も
下
が
ら
な
い
。

こ
の
会
社
は
手
当
も
合
わ
せ
る
と
税

込
み
月
40
万
円
を
楽
に
超
え
る
。
少
な

い
け
ど
ボ
ー
ナ
ス
も
あ
る
。
全
く
の
素

人
で
こ
れ
だ
け
貰
え
る
仕
事
っ
て
陸

に
は
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

〇
陸
の
定
職
を
辞
め
て
後
悔
は
？ 

全
く
な
い
で
す
ね
。
僕
ら
の
世
代
は

就
職
氷
河
期
だ
か
ら
。
僕
は
大
学
卒
業

時
に
運
よ
く
貿
易
関
係
の
会
社
に
就

職
で
き
た
け
ど
、
同
級
生
は
就
職
で
き

ず
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
人
も
多
い
。 

就
職
後
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ
た
り
、
何

度
か
転
職
も
し
て
い
る
の
で
気
軽
な

気
持
ち
で
移
っ
た
。
清
水
の
舞
台
か
ら

飛
び
降
り
る
よ
う
な
大
袈
裟
な
気
持

ち
は
全
く
な
か
っ
た
で
す
ね
。 

〇
船
員
に
な
っ
て
２
カ
月
、
感
想
を 

 

〇
イ
ヤ
な
と
こ
、
辛
い
と
こ
ろ
は
？ 

船
が
古
く
て
ト
イ
レ
が
ち
ょ
っ
と

…

。
で
も
我
慢
で
き
る
範
囲
内
だ
し
、

一
番
イ
ヤ
な
の
は
バ
ン
カ
ー
の
仕
事
。

大
型
船
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ダ
ー
で
上

が
っ
て
行
く
と
き
、
落
ち
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
怖
く
て
ド
キ
ド
キ
。
死
ん
だ
人

も
い
る
と
聞
い
た
の
で
必
死
で
す
。 

〇
な
ぜ
機
関
部
を
選
ん
だ
？ 

機
関
士
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
い

た
か
ら
。
そ
の
分
需
要
が
あ
っ
て
就
職

も
楽
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僕
っ
て
実
利

的
な
ん
で
す
よ
。
何
で
も
そ
う
い
う
風

に
わ
り
切
っ
て
い
る
。 

〇
将
来
の
夢
や
計
画
は
？ 

夢
は
あ
ん
ま
り
な
い
で
す
ね
。
今
は

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
や
レ
ッ
ト
投
げ
を
覚

え
る
の
で
精
一
杯
。
早
く
一
人
前
に
な

っ
て
、
と
に
か
く
２
年
の
履
歴
を
付
け

て
ま
ず
は
６
級
を
取
る
。
そ
の
後
、
５

級
、
４
級
ま
で
は
取
り
た
い
で
す
ね
。

こ
の
会
社
に
も
僕
と
同
じ
よ
う
に
、
全

く
の
素
人
で
入
っ
て
免
状
取
っ
て
乗

っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
。
た
だ
、
危

険
な
仕
事
な
の
で
ケ
ガ
だ
け
は
し
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
て
、
ず
っ
と
船
で

や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

（
小
型
タ
ン
カ
ー
、
機
関
員
） 

40
歳
を
過
ぎ
船
に
乗
っ
て 
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※テンゴノカー（おせっかい）土佐弁 
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※ヘラコイ（ずるい）土佐弁 
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夢
と
希
望
が
・
・
・ 

私
も
羅
針
盤
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。

元
々
九
州
の
船
員
町
で
育
っ
た
の
で
、

周
り
に
は
船
員
・
元
船
員
が
沢
山
い

て
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。 

残
念
な
こ
と
に
若
い
船
員
が
退

社
・
退
職
す
る
者
が
多
々
あ
る
と
の

こ
と
。
私
は
当
然
と
察
し
ま
し
た
。 

日
本
国
全
体
の
職
場
環
境
が
政
府

の
政
策
で
日
々
悪
化
し
て
お
り
自
殺

者
も
増
加
。
人
間
を
家
畜
以
下
に
扱

う
政
策
で
こ
う
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 ※
夢
と
希
望
を
抱
い
て
乗
船
し
た
若

い
学
卒
の
船
員
に
、
ト
イ
レ
・
風

呂
・
通
路
の
掃
除
。 

※
オ
マ
ケ
に
食
事
造
り
と
パ
シ
リ
使

い
が
公
然
と
行
な
わ
れ
て
お
り
、

改
善
す
ら
さ
れ
な
い
。 

※
尚
且
つ
オ
カ
ズ
が
不
味
い
、
風

呂
・
ト
イ
レ
が
汚
れ
て
い
る
・
・
・

な
ど
な
ど
。 

一
度
の
感
謝
の
言
葉
も
な
く
文
句

ば
か
り
言
わ
れ
る
毎
日
・
・
・
。 

当
然
人
間
不
信
に
な
る
。 

羅
針
盤
購
読
者
で
乗
船
中
の
方
々

は
是
非
・
若
い
船
員
さ
ん
に
こ
の
記

事
を
見
せ
て
頂
き
た
い
。
反
論
と
ご

意
見
受
け
付
け
ま
す
。 

 

若
い
船
員
が
辞
め
る
理
由 

若
い
船
員
が
辞
め
る
理
由
・
・
・
そ

れ
は
ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
職
場
環

境
だ
か
ら
で
す
。 

羅
針
盤
を
通
じ
て
ア
ッ
プ
ス
ト
リ

ー
ト
の
船
内
環
境
に
な
っ
た
ら
幸
い

で
す
。 

①
港
以
外
で
ス
マ
ホ
・
Ｐ
Ｃ
が
利
用 

出
来
な
い
。 

②
同
年
代
が
少
な
い
・
い
な
い
。 

③
中
高
年
の
同
僚
か
ら
仕
事
と
関
係 

な
い
こ
と
で
使
わ
れ
る
。 

④
他
人
の
自
慢
話
・
ハ
ッ
タ
リ
・
見 

栄
・
ホ
ラ
に
う
ん
ざ
り
。 

⑤
食
事
当
番
が
苦
手
で
あ
る
。 

⑥
全
室
バ
ス
・
ト
イ
レ
に
な
っ
て
い 

な
い
。 

⑦
昼
夜
関
係
な
く
仕
事
が
入
る
。 

⑧
何
か
提
案
す
る
と
無
視
さ
れ
る
。 

⑨
世
間
の
情
報
が
入
ら
な
い
。 

⑩
個
々
人
の
好
き
嫌
い
が
激
し
い
。 

⑪
自
分
だ
け
周
り
か
ら
除
け
者
に
感

じ
る
。 

⑫
未
来
は
無
人
化
＝
将
来
が
無
い
と

感
じ
る
。 

⑬
色
々
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
。 

⑭
先
輩
に
頼
る
と
偉
そ
う
な
こ
と
し

か
言
わ
な
い
。 

⑮
陸
の
友
人
は
日
々
彼
女
達
と
カ
ラ

オ
ケ
を
満
喫
。 

⑯
常
に
同
僚
が
辞
め
る
か
ら
職
場
の

雰
囲
気
も
辞
め
て
当
然
。 

⑰
年
配
船
員
が
横
柄
・
横
着
な
態
度

を
す
る
。 

⑱
船
員
は
自
分
だ
け
の
こ
と
し
か
考

え
て
い
な
い
。 

⑲
カ
タ
フ
リ
は
女
と
パ
チ
ン
コ
と
ス

ナ
ッ
ク
の
話
題
だ
け
。 

⑳
一
人
ワ
ッ
チ
は
切
な
い
・
誰
か
遊

び
に
？ 

㉑
航
行
中
陸
を
眺
め
て
い
る
と
・
・
・

彼
女
と
ド
ラ
イ
ブ
し
た
く
な
る
。 

㉒
揺
れ
て
当
然
の
職
場
だ
が
陸
を
眺

め
る
と
羨
ま
し
い
。 

㉓
君
は
専
門
学
校
出
て
・
こ
ん
な
こ

と
も
・
知
ら
ん
の
か
？ 

㉔
辞
め
て
当
然
の
職
場
の
雰
囲
気
で

あ
る
。 

㉕
同
僚
船
員
か
ら
の
宗
教
の
勧
誘
が

イ
ヤ
に
な
っ
た
。 

㉖
気
が
合
う
・
合
わ
な
い
・
起
伏
が

激
し
い
。 

㉗
仕
事
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
な
い
。 

㉘
夢
と
希
望
が
も
て
な
い
。 

㉙
週
刊
誌
読
む
と
自
ら
の
職
場
は
ブ

ラ
ッ
ク
そ
の
も
の
。 

㉚
情
報
弱
者
と
言
わ
れ
る
が
・
情
報

皆
無
の
環
境
で
あ
る
。 

 ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
は 

①
ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
＝
ボ
ッ
ト
ム

＝
品
性
品
格
が
底
辺
層
＝
理
性
が

皆
無
＝
無
知
。 

ケ
ン
カ
・
い
が
み
合
い
は
日
常

茶
飯
事
、
女
・
パ
チ
ン
コ
・
カ
ラ

オ
ケ
が
好
き
。 

ホ
ラ
・
ハ
ッ
タ
リ
・
見
栄
を
発

し
、
ね
た
み
・
そ
ね
み
が
蔓
延
。 

②
セ
ン
タ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
＝
中
間
層

＝
無
関
心
・
無
視
・
こ
の
世
に
興

味
な
し
。 

内
航
の
現
実
に
思
う 

若
い
新
卒
の
船
員
が
定
着
す
る
に
は 

川
原 

陽
（
元
内
航
船
員
） 
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世
間
で
言
う
マ
ジ
メ
社
員
・
付

き
合
い
が
苦
手
・
ゴ
マ
ス
リ
が
得

意
。 

③
ア
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ト
＝
意
識
向
上

＝
世
間
に
興
味
あ
る
＝
理
性
も
あ

る
。
の
ぼ
せ
者
が
多
い
、
色
々
な

こ
と
を
面
白
く
語
る
、
上
司
・
権

力
を
皮
肉
る
。 

政
党
支
持
自
由
の
環
境
で
お
金

に
関
し
・
き
れ
い
・
で
す
。 

不
正
腐
敗
は
絶
対
し
な
い
環
境

で
も
あ
る
。 

 ＊
結
果
、
離
職
者
が
少
な
い
会
社
は

ア
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ト
の
社
員
が
多
い

で
す
。 

学
歴
な
ど
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
笑

い
が
あ
り
皆
さ
ん
の
幸
せ
を
願
っ
て

い
る
環
境
で
す
。 

 

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
特
徴 

陸
上
の
職
場
で
も
若
い
社
員
の
退

社
で
悩
ん
で
い
る
会
社
は
多
々
あ
り

ま
す
。 

当
然
、
不
幸
な
会
社
へ
と
落
ち
ぶ

れ
ま
す
。 

※
経
営
者
側
の
思
考
と
問
題
点 

①
安
い
賃
金
で
生
産
性
を
あ
げ
る
。 

②
社
員
同
士
仲
良
く
さ
れ
た
ら
困
る

環
境
。 

③
売
上
が
少
な
い
社
員
は
仲
間
外
れ

に
な
る
。 

④
常
に
大
声
を
発
し
、
ハ
イ
と
言
う

素
直
な
心
を
要
求
。 

⑤
体
調
が
調
子
悪
く
て
も
精
神
論
で

そ
の
ま
ま
仕
事
。 

⑥
サ
ー
ビ
ス
残
業
し
て
当
然
の
職
場
。

⑦
他
人
を
誹
謗
中
傷
し
て
当
り
前
。 

⑧
給
料
の
こ
と
を
言
う
と
管
理
職
に

睨
ま
れ
る
。 

⑨
同
僚
に
何
か
問
題
あ
っ
た
時
に
温

か
い
手
を
差
し
伸
べ
な
い
。 

⑩
自
分
だ
け
・
今
だ
け
・
金
だ
け
の

社
員
し
か
い
な
い
。 

⑪
同
僚
に
相
談
相
手
が
い
な
い
。 

⑫
職
場
の
話
題
は
パ
チ
ン
コ
・
ゲ
ー

ム
・
カ
ラ
オ
ケ
・
・
・ 

⑬
経
済
・
政
治
の
話
は
な
い
。 

⑭
上
司
の
宗
教
勧
誘
が
ひ
ど
い
。 

⑮
同
僚
の
悪
口
を
言
う
職
場
環
境
。 

⑯
幹
部
社
員
は
横
柄
・
横
着
で
あ
る
。 

⑰
罵
倒
・
人
格
否
定
は
当
り
前
の
職

場
。 

⑱
血
の
尿
が
出
る
ま
で
働
け
。 

⑲
常
に
精
神
論
を
優
先
。 

⑳
上
司
に
ゴ
マ
ス
リ
、
部
下
に
罵
声

を
浴
び
せ
る
環
境
。 

㉑
社
長
は
口
で
は
「
社
員
は
家
族
」

と
言
う
が
・
・
・
実
際
は
真
逆
の
思

考
で
す
。 

 

改
善
の
道 

改
善
す
る
こ
と
は
お
金
を
か
け
な

く
て
も
出
来
ま
す
。 

①
ヒ
ザ
交
え
て
会
話
を
す
る
。 

②
居
酒
屋
で
飲
食
し
な
が
ら
会
話
を

す
る
。 

③
ス
ナ
ッ
ク
で
も
カ
ラ
オ
ケ
と
会
話

で
な
く
人
間
と
会
話
す
る
。 

④
世
の
中
の
こ
と
を
常
に
会
話
す
る
。

⑤
情
報
は
ネ
ッ
ト
で
常
に
コ
ピ
ー
す 

る
。 

⑥
マ
ス
コ
ミ
は
真
実
を
放
映
・
掲
載

し
ま
せ
ん
。 

⑦
信
用
は
ど
こ
に
・
・
・
私
は
藤
原
直

哉
・
京
大
の
藤
井
教
授
・
烏
賀
陽

弘
道
・
秋
嶋 

亮
を
信
頼
。 

⑧
自
ら
主
体
性
を
持
つ
こ
と
。
常
に

自
ら
の
思
考
を
高
め
る
こ
と
。 

⑨
常
に
天
国
言
葉
を
使
う
・
・
・
愛
し

て
い
ま
す
・
つ
い
て
い
る
・
嬉
し

い
・
楽
し
い
・
感
謝
し
て
い
ま
す
・

幸
せ
で
す
・
あ
り
が
と
う
・
自
分

を
許
し
ま
す
。 

⑩
同
僚
と
競
わ
な
い
・
比
べ
な
い
・

争
わ
な
い
。 

⑪
情
報
不
足
な
船
の
生
活
・
・
・
本
を

常
に
購
読
す
る
こ
と
。 

⑫
ホ
ラ
・
ハ
ッ
タ
リ
・
見
栄
・
ね
た

み
・
そ
ね
み
・
・
・
卒
業
す
る
こ
と
。 

⑬
困
っ
た
同
僚
が
い
た
ら
常
に
愛
の

手
を
。 

⑭
自
分
だ
け
・
今
だ
け
・
金
だ
け
・
・
・

即
や
め
る
こ
と
。 

⑮
愚
痴
の
な
い
船
内
生
活
を
目
指
す

こ
と
。 

⑯
海
運
業
界
の
夢
と
希
望
を
常
に
語

る
こ
と
。 

⑰
最
低
で
も
笑
い
の
あ
る
職
場
環
境

に
す
る
こ
と
。 

⑱
人
材
派
遣
法
廃
止
・
・
・
人
材
派
遣

会
社
の
儲
け
は
年
間
30
兆
円
以

上
。 

【
日
本
全
体
が
派
遣
大
国
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
で
労

働
者
の
賃
金
が
Ｕ
Ｐ
し
ま
す
】 
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（
有
）
知
床
遊
覧
船
所
属
の
Ｋ
Ａ

Ｚ
Ｕ 

Ⅰ
（
カ
ズ
ワ
ン
）
が
昨
年
４
月

23
日
に
沈
没
し
、
死
者
20
名
、
不
明

者
６
名
の
事
故
が
発
生
し
た
。 

こ
の
事
故
か
ら
１
年
４
か
月
半
後

の
９
月
７
日
に
運
輸
安
全
委
員
会
は

船
舶
事
故
調
査
報
告
書
（
以
下
、
最

終
報
告
書
）
を
公
表
し
た
。 

最
終
報
告
書
に
は
本
事
故
の
直
近

で
か
つ
直
接
的
な
原
因
で
あ
っ
た
船

舶
検
査
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
の
責
任
が

十
分
に
記
載
さ
れ
ず
、
ま
た
Ｊ
Ｃ
Ｉ

の
検
査
員
数
の
人
的
不
足
に
よ
る
検

査
体
制
の
不
備
の
問
題
が
述
べ
ら
れ

て
い
な
い
。 

し
か
し
、
並
列
的
で
あ
る
が
事
故

原
因
お
よ
び
今
後
の
同
様
な
事
故
防

止
対
策
に
つ
い
て
的
確
な
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 一
、
最
終
報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト 

最
終
報
告
書
に
よ
る
と
本
事
故
に

関
与
し
た
四
つ
の
沈
没
原
因
が
並
列

的
に
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
故

原
因
が
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。 

 （
１
） 

悪
天
候
想
定
下
の
出
港 

① 

会
社
に
対
し
て 

＊
本
船
船
長
が
会
社
の
出
港
基
準
を

無
視
し
て
出
港
し
た
。 

＊
安
全
運
航
に
つ
い
て
必
要
な
知
識

や
経
験
が
皆
無
で
あ
っ
た
社
長
が

安
全
統
括
管
理
者
兼
運
航
管
理
者

で
あ
っ
た
の
で
、
適
切
な
安
全
運
航

体
制
が
な
か
っ
た
。 

 

＊
船
長
が
当
海
域
の
気
象
・
海
象
の

特
性
と
本
船
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

知
識
や
経
験
が
な
い
の
で
悪
天
候

に
伴
う
運
航
中
止
や
避
難
港
へ
の

退
避
を
し
な
か
っ
た
。 

＊
船
体
や
通
信
設
備
等
の
物
的
施
設

の
保
守
整
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。 

 

② 

北
海
道
運
輸
局
に
対
し
て 

＊
本
事
故
の
１
年
前
に
会
社
の
安
全

統
括
管
理
者
兼
運
航
管
理
者
の
虚

偽
の
届
け
出
を
見
逃
し
た
。 

＊
本
事
故
一
年
前
の
２
回
の
事
故
時

に
実
施
し
た
特
別
監
査
や
行
政
指

導
、
抜
き
打
ち
検
査
が
不
備
で
あ

っ
た
。 

＊
そ
の
た
め
２
回
の
事
故
後
も
会
社

が
脆
弱
な
安
全
管
理
体
制
の
ま
ま

運
航
を
継
続
さ
せ
た
。 

 

（
２
）
ハ
ッ
チ
蓋
の
不
具
合
に
よ
る 

海
水
の
流
入 

① 

会
社
に
対
し
て 

＊
ハ
ッ
チ
蓋
の
不
具
合
を
本
船
船
長

お
よ
び
安
全
統
括
管
理
者
兼
運
航

管
理
者
で
あ
っ
た
社
長
も
知
ら
な

か
っ
た
。 

② 

Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
対
し
て 

＊
本
事
故
の
３
日
前
に
行
っ
た
ハ
ッ

チ
蓋
の
検
査
は
、
外
観
検
査
の
み

で
開
閉
試
験
を
実
施
な
か
っ
た
の

で
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
不
具
合
を
発
見

で
き
な
か
っ
た
。 

二
、
筆
者
の
コ
メ
ン
ト 

（
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
） 

 

最
終
報
告
書
の
内
容
か
ら
、
本
事

故
に
つ
い
て
以
下
の
原
因
が
あ
っ
た

こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。 

 

➀ 

直
近
で
直
接
的
な
沈
没
原
因 

 

最
終
報
告
書
は
、
船
首
部
甲
板
の 

ハ
ッ
チ
蓋
の
不
具
合
箇
所
か
ら
海
水 

が
船
倉
内
に
流
入
し
、
そ
れ
が
事
故 

の
直
近
で
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
て 

沈
没
し
た
こ
と
を
詳
細
に
述
べ
て
い 

る
。 

② 

検
査
の
ミ
ス 

 

最
終
報
告
書
は
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
不 

具
合
に
よ
る
海
水
流
入
は
、
経
年
劣 

化
に
対
し
て
十
分
な
点
検
と
整
備
を 

会
社
が
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
が
本 

事
故
の
原
因
と
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
会
社
が
ハ
ッ
チ
蓋
の
点 

検
と
整
備
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
直 

接
的
な
原
因
で
は
な
い
。 

本
事
故
の
直
接
的
な
原
因
は
、
ハ

ッ
チ
蓋
の
開
閉
状
態
と
水
密
性
を
確

認
せ
ず
、
そ
の
点
検
と
整
備
に
不
具

合
が
あ
っ
た
こ
と
に
検
査
員
が
気
が

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
、
そ
の
不
具
合
を
指
摘

せ
ず
、
会
社
に
ハ
ッ
チ
蓋
の
修
理
・

整
備
を
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

知
床
遊
覧
船
沈
没
事
故
、
行
政
の
責
任 

４ 

運
輸
安
全
委
員
会
の
船
舶
事
故
調
査
報
告
書
か
ら 

高
橋
二
朗
（
元
船
長
、
海
事
補
佐
人
） 
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➂ 

ハ
ッ
チ
蓋
の
検
査
状
況 

 
事
故
調
査
に
関
す
る
報
告
書
の
案

（
運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局
発
行
、

90
頁
）
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
は
本
事

故
の
前
年
に
定
期
検
査
、
お
よ
び
３

日
前
に
中
間
検
査
を
実
施
し
た
。 

検
査
員
は
、
そ
の
２
回
の
検
査
の

際
に
本
船
船
長
に
ハ
ッ
チ
の
改
造
が

な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
外
観
が

良
好
だ
っ
た
の
で
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
細
則
に

基
づ
い
て
ハ
ッ
チ
の
開
閉
試
験
を
省

略
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
整
備
や
水

密
性
の
状
況
は
、
ハ
ッ
チ
の
改
造
の

有
無
と
は
全
く
関
連
が
な
い
。 

 

外
観
の
目
視
検
査
で
い
か
に
良
好

で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
手
動
で
ハ
ッ

チ
蓋
の
開
閉
作
業
を
実
施
し
、
ハ
ン

ド
ル
の
作
動
状
態
や
ハ
ッ
チ
蓋
の
裏

側
の
パ
ッ
キ
ン
、
ハ
ッ
チ
口
端
を
も

チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
、
ハ
ッ
チ
蓋

の
水
密
性
の
状
態
を
確
認
で
き
な
い
。 

本
船
の
よ
う
に
ハ
ッ
チ
の
改
造
が

な
け
れ
ば
、
な
お
さ
ら
点
検
・
整
備

が
さ
れ
ず
、
水
密
性
が
保
持
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
開
閉
試
験
を
特

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

 

④ 

Ｊ
Ｃ
Ｉ
検
査
の
目
的 

Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
検
査
員
は
、
船
長
を
含

む
乗
組
員
よ
り
も
は
る
か
に
知
見
と

経
験
を
有
し
て
お
り
、
本
船
の
場
合

は
特
に
知
識
・
経
験
の
な
い
船
長
と

安
全
統
括
管
理
者
お
よ
び
運
航
管
理

者
の
社
長
で
あ
っ
た
。 

定
期
的
な
検
査
の
目
的
の
一
つ
は
、

Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
検
査
員
が
ハ
ッ
チ
蓋
の
不

具
合
に
つ
い
て
、
そ
の
有
無
と
程
度

を
調
査
し
、
検
討
し
、
整
備
・
修
理

の
必
要
性
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と

で
あ
る
。 

そ
し
て
、
必
要
な
ら
ば
整
備
・
修

理
を
会
社
に
実
施
さ
せ
る
権
限
と
義

務
が
あ
る
が
、
検
査
員
は
そ
の
職
務

を
果
た
さ
な
か
っ
た
。 

 ⑤ 

船
舶
検
査
手
帳
と
本
船
出
港 

検
査
ミ
ス
に
よ
り
、
会
社
に
対
し

て
船
舶
検
査
手
帳
に
ハ
ッ
チ
蓋
に
つ

い
て
特
段
に
リ
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

本
船
の
船
首
甲
板
部
の
ハ
ッ
チ
蓋

の
安
全
性
（
つ
ま
り
堪
航
性
）
を
Ｊ

Ｃ
Ｉ
が
正
式
に
保
証
し
た
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
ハ
ッ
チ
蓋
が
不
具
合

な
状
態
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
船
の
出
港
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
根
本
的
で
重
大
な
過

失
で
あ
っ
た
。 

Ｊ
Ｃ
Ｉ
は
、
旅
客
と
乗
組
員
の
人

命
の
安
全
の
た
め
に
ハ
ッ
チ
の
不
具

合
を
発
見
し
、
修
理
が
完
了
す
る
ま

で
本
船
の
出
港
を
停
止
す
る
権
限
と

義
務
が
あ
っ
た
。 

も
し
、
ハ
ッ
チ
蓋
の
不
具
合
を
検

査
員
が
発
見
し
て
い
た
な
ら
、
そ
の

修
理
・
整
備
の
完
了
お
よ
び
完
工
後

の
Ｊ
Ｃ
Ｉ
検
査
員
に
よ
る
再
検
査
の

合
格
ま
で
の
期
間
は
、
本
船
の
出
港

を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
う
し
て
い
れ
ば
、
本
船
船
長
が

天
候
等
の
基
準
を
無
視
し
て
出
港
し

た
く
て
も
、
出
港
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
ハ
ッ
チ
の
不
具
合
に
よ
る
本
事

故
は
発
生
し
な
か
っ
た
。 

 ⑥ 

筆
者
の
検
査
体
験 

定
期
検
査
の
期
日
は
事
前
に
周
知

さ
れ
る
の
で
、
検
査
員
の
乗
船
前
に

安
全
検
査
項
目
を
乗
組
員
が
チ
ェ
ッ

ク
し
、
必
要
な
整
備
を
実
施
し
た
。 

し
か
し
、
一
般
に
民
間
会
社
の
従

業
員
で
あ
る
船
長
以
下
乗
組
員
は
安

全
設
備
の
検
査
に
つ
い
て
、
点
検
・

整
備
・
修
理
に
時
間
を
要
し
、
か
つ

経
費
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
が
緩
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
民
間
会
社
の
従
業
員
と

異
な
り
、
国
内
お
よ
び
国
外
の
検
査

員
は
、
整
備
・
修
理
に
要
す
る
時
間

や
そ
の
経
費
に
つ
い
て
本
質
的
に
無

関
係
な
の
で
、
安
全
検
査
の
チ
ェ
ッ

ク
は
乗
組
員
よ
り
も
厳
し
か
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
検
査
員
に
よ

る
安
全
検
査
に
よ
り
、
人
命
の
安
全

や
船
の
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
運
航
が
確

保
さ
れ
、
結
果
的
に
効
率
的
で
経
済

的
な
運
航
が
で
き
た
。 

な
お
、
こ
れ
は
外
航
船
の
安
全
検

査
の
個
人
的
な
経
験
で
あ
る
。 

 

本
事
故
の
場
合
、
極
め
て
杜
撰
で

安
全
に
無
関
心
な
社
長
と
知
識
・
経

験
に
乏
し
い
船
長
の
下
で
発
生
し
た

事
実
か
ら
、
検
査
員
が
ハ
ッ
チ
の
不

具
合
を
指
摘
し
な
か
っ
た
こ
と
は
極

め
て
重
大
な
ミ
ス
で
あ
っ
た
。 

三
、
筆
者
の
コ
メ
ン
ト 

 

 

（
行
政
の
権
限
と
責
任
に
つ
い
て
） 

最
終
報
告
書
で
問
題
が
指
摘
さ
れ

た
国
の
検
査
や
監
査
に
つ
い
て
、
二

つ
の
コ
メ
ン
ト
を
比
較
す
る
。 

 ① 

元
海
上
保
安
監
の
コ
メ
ン
ト 

安
全
は
国
民
の
人
命
を
守
る
と
い
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う
国
の
基
本
的
な
責
務
で
あ
る
こ
と

か
ら
法
令
で
事
業
者
を
規
制
し
、
違

反
し
た
場
合
は
事
業
取
り
消
し
も
で

き
る
権
限
を
国
に
与
え
て
い
る
。 

海
上
保
安
庁
の
現
場
ト
ッ
プ
で
あ

っ
た
元
海
上
保
安
監
は
、
９
月
７
日

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ブ
に
よ
る

と
、
「
運
航
会
社
の
社
長
の
安
全
意

識
の
低
さ
、
安
全
に
対
す
る
無
関
心

さ
が
非
常
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
」
が
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
社
長

の
安
全
統
括
管
理
者
兼
運
航
管
理
者

の
下
に
本
事
故
が
発
生
し
た
。 

「
安
全
確
保
は
事
業
者
が
み
ず
か
ら

考
え
る
こ
と
が
基
本
で
、
そ
れ
を
下

か
ら
支
え
る
の
が
行
政
側
の
制
度
づ

く
り
や
体
制
づ
く
り
だ
」
と
述
べ
た
。 

こ
の
元
海
上
保
安
監
の
コ
メ
ン
ト

に
は
違
和
感
を
持
つ
。 

ま
た
、
こ
の
元
海
上
保
安
監
は
、

「
安
全
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

意
識
の
も
と
、
事
業
者
全
体
で
安
全

対
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
述

べ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
の
認
識
は
安
全
に
つ

い
て
民
間
の
事
業
者
に
丸
投
げ
し
て

い
る
。
国
が
国
民
の
人
命
を
守
る
こ

と
が
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
（
つ
ま
り
責

務
）
と
い
う
認
識
が
、
こ
の
元
海
上

保
安
監
の
コ
メ
ン
ト
に
は
感
じ
ら
れ

な
い
。 

 ② 

斎
藤
国
交
大
臣
の
コ
メ
ン
ト 

記
者
会
見
で
斎
藤
国
交
大
臣
は
、 

「
国
土
交
通
省
と
し
て
、
事
業
者
の

安
全
意
識
の
欠
如
や
そ
の
実
情
を
し

っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

今
回
の
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
は
、

痛
恨
の
極
み
で
す
。 

 

従
前
の
監
査
、
検
査
等
の
や
り
方

に
つ
い
て
不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
と
し

て
大
い
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。

（
国
土
交
通
省
の
９
月
８
日
の
Ｈ
Ｐ

よ
り
） 

こ
の
斎
藤
国
交
大
臣
の
コ
メ
ン
ト

は
、
元
海
上
保
安
監
と
違
っ
て
、
行

政
の
長
と
し
て
本
事
故
の
原
因
に
つ

い
て
国
の
責
任
を
し
っ
か
り
と
認
識

し
て
い
る
発
言
で
あ
る
。 

 ➂ 

Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
検
査
員
数
と
質
の
不
足 

元
海
上
保
安
監
は
、「
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
職
員
の
質
と
量
を
十
分
に
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
一
朝
一
夕
に

は
実
現
で
き
な
い
の
で
」
と
述
べ
て

も
い
る
。 

筆
者
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
検
査
員
の
量

と
質
の
不
足
が
十
分
な
検
査
時
間
を

確
保
で
き
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。 

そ
の
結
果
、
検
査
時
間
の
短
縮
の

た
め
に
ハ
ッ
チ
蓋
の
外
観
検
査
の
み

で
可
と
し
、
手
動
の
開
閉
試
験
に
よ

る
水
密
性
の
確
認
作
業
を
省
略
で
き

る
Ｊ
Ｃ
Ｉ
細
則
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
と
思
わ
れ
る
。 

検
査
員
は
、
本
事
故
の
３
日
前
の

中
間
検
査
を
Ｊ
Ｃ
Ｉ
細
則
に
沿
っ
て

実
施
し
た
の
で
、
ハ
ッ
チ
の
不
具
合

を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。 

 ④ 

特
別
監
査
と
行
政
指
導 

 

本
事
故
の
１
年
前
に
本
船
で
５
月

に
浮
遊
物
と
衝
突
、
６
月
に
座
礁
事

故
が
発
生
し
た
。 

そ
の
た
め
北
海
道
運
輸
局
は
同
６

月
に
特
別
監
査
を
実
施
し
て
、
７
月

に
文
書
で
行
政
指
導
を
実
施
し
た
。 

同
年
７
月
末
に
会
社
か
ら
改
善
報

告
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
改
善
の
基

と
な
る
添
付
資
料
の
内
容
は
事
実
と

異
な
る
虚
偽
記
載
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
北
海
道
運
輸
局
は
改
善

報
告
書
の
基
に
な
っ
た
添
付
資
料
を

精
査
せ
ず
、
虚
偽
記
載
を
指
摘
し
な

か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
杜
撰
な
行
政
指
導
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
の

安
全
管
理
体
制
は
是
正
さ
れ
た
と
し

て
、
会
社
に
本
船
の
運
航
を
継
続
さ

せ
た
北
海
道
運
輸
局
（
国
）
の
責
任

は
極
め
て
重
い
。 

最
終
報
告
書
（
１
５
４
頁
）
に
よ

る
と
、「
特
別
監
査
の
際
に
指
摘
し
た

事
項
に
つ
い
て
、
抜
き
打
確
認
の
際
、

表
面
的
な
評
価
し
か
行
っ
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
監
査
の
実

効
性
に
問
題
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 

そ
の
た
め
、
北
海
道
運
輸
局
の
監

査
は
、
本
件
会
社
が
定
め
た
安
全
管

理
規
程
及
び
運
航
基
準
を
遵
守
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
旅
客
輸
送
の
安
全

確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
国
の

責
任
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。 

（
了
） 
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ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ビ
キ
ニ
水
爆
実

験
で
被
災
し
た
船
員
と
遺
族
は
、
労

災
認
定
請
求
と
国
家
補
償
請
求
の
２

つ
の
裁
判
を
闘
っ
て
い
る
。 

原
告
ら
は
居
住
地
の
高
知
地
裁
に

提
訴
し
た
が
、
裁
判
所
の
決
定
で
前

者
は
全
国
健
保
協
会
船
員
保
険
部
の

あ
る
東
京
に
、
後
者
は
原
告
ら
が
住

む
高
知
に
分
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

２
０
２
０
年
３
月
の
提
訴
以
来
、

既
に
３
年
半
の
歳
月
が
流
れ
た
が
、

以
前
と
し
て
両
地
裁
で
の
書
面
合
戦

が
続
い
て
い
る
。
高
齢
の
原
告
、
病

を
抱
え
た
元
漁
船
員
に
と
っ
て
裁
判

の
長
期
化
は
、
よ
り
過
酷
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。 

労
災
認
定
訴
訟
（
東
京
） 

昨
年
７
月
の
第
一
回
、
12
月
の
第

二
回
に
続
き
、
今
年
９
月
12
日
に
第

三
回
口
頭
弁
論
が
東
京
地
裁
で
開
か

れ
た
。
途
中
に
進
行
協
議
（
裁
判
官

と
双
方
弁
護
士
と
の
主
張
・
立
証
や

書
面
提
出
日
程
等
の
打
ち
合
わ
せ
） 

が
挟
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
長
い
間

隔
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

50
席
近
く
あ
る
広
い
法
廷
に
原
告

の
姿
は
な
か
っ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
の

他
に
第
五
福
竜
丸
や
広
島
・
長
崎
の

原
爆
訴
訟
の
当
事
者
と
支
援
の
人
た

ち
で
半
数
近
く
が
埋
ま
っ
て
い
た
。 

こ
の
日
原
告
側
弁
護
士
は
６
通
目

の
準
備
書
面
を
要
旨
次
の
よ
う
に
陳

述
し
、
被
告
で
あ
る
船
員
保
険
部
の

姿
勢
を
批
判
し
た
。 

１ 

放
射
性
物
質
に
よ
る
被
曝 

本
件
で
考
え
る
べ
き
基
本
的
視
点

は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
被
曝
で
あ

り
、
被
告
の
使
う
基
準
は
外
部
初
期

放
射
線
を
基
準
と
し
た
も
の
で
本
件

に
当
て
は
め
る
の
は
適
切
で
な
い
。 

２ 

政
治
的
に
切
り
棄
て
ら
れ
放
置 

さ
れ
た
被
害 

体
制
対
立
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
政
治

的
配
慮
等
、
様
々
な
思
惑
の
中
で
原

告
ら
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
被
曝
は
、

無
視
さ
れ
、
切
り
捨
て
ら
れ
、
隠
ぺ

い
さ
れ
て
長
期
間
放
置
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
立
証
責
任
を
顧
慮
す
べ
き
だ
。

被
告
は
当
時
の
国
の
機
関
を
引
き
継

い
で
お
り
、
現
在
被
告
が
国
で
な
い

と
い
う
理
由
で
こ
の
点
を
否
定
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

３ 

船
員
保
険
に
お
け
る
立
証
責
任 

原
爆
症
認
定
で
は
、
被
爆
者
援
護

法
に
は
国
家
補
償
的
色
彩
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
被
爆
者
側
の

立
証
責
任
を
緩
め
る
な
ど
し
て
、
認

定
対
象
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
き
た
。 

船
員
保
険
法
に
は
、
適
切
な
被
害

回
復
を
図
る
た
め
に
は
、
労
災
保
険

に
お
け
る
労
働
者
の
生
命
と
生
活
を

保
護
す
る
と
い
う
基
本
趣
旨
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
原
爆
症
認

定
に
お
け
る
起
因
性
の
判
断
以
上
に
、

放
射
性
物
質
に
よ
る
被
曝
と
い
う
特

性
を
踏
ま
え
、
原
告
漁
船
員
に
緩
や

か
に
起
因
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
次
回
法
廷
で
、
残
さ
れ

た
記
録
を
中
心
に
被
ば
く
船
員
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
と
結
ん
だ
。 

次
回
日
程
は
未
定
。 

国
家
補
償
請
求
裁
判
（
高
知
） 

日
米
政
府
の
政
治
決
着
に
よ
り
支

払
わ
れ
た
２
０
０
万
ド
ル
の
「
見
舞

金
」
は
、
第
五
福
竜
丸
を
除
け
ば
、

汚
染
マ
グ
ロ
の
対
価
と
し
て
92
隻

に
分
配
さ
れ
た
だ
け
で
、
船
員
へ
の

補
償
は
な
か
っ
た
。 

政
治
決
着
で
ア
メ
リ
カ
政
府
へ
の

損
害
賠
償
請
求
の
道
を
断
た
れ
た
こ

と
に
対
し
、
財
産
権
の
侵
害
（
憲
法

29
条
）
、
水
爆
実
験
の
不
法
行
為
に

対
す
る
損
害
賠
償
（
民
法
７
０
９
条
）

を
求
め
る
こ
の
裁
判
も
書
面
合
戦
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。 

第
６
回
公
開
弁
論
が
10
月
27
日

開
か
れ
、
国
側
の
「
そ
も
そ
も
ア
メ

リ
カ
に
た
い
し
て
国
家
賠
償
を
求
め

る
法
律
上
の
根
拠
が
な
い
」
と
の
門

前
払
い
の
主
張
に
対
し
、
原
告
側
は

不
法
行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
私

人
と
し
て
、
国
際
私
法
に
基
づ
く
民

法
上
の
請
求
が
可
能
と
反
論
し
た
。 

 ５
４
９
万
円
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ 

裁
判
費
用
支
援
の
た
め
、
昨
年
９

月
～
11
月
に
５
０
０
万
円
を
目
標

に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
行

わ
れ
た
結
果
、
３
０
０
名
以
上
か
ら

計
５
４
９
万
５
千
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

（
編
集
部
） 

ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
船
員
︑
遺
族
の
裁
判 

書
面
に
よ
る
論
争
が
続
く 

 

https://www.asahi.com/topics/word/%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%89%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%B3%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0.html
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一
、
船
員
（
職
業
）
特
殊
性
論 

著
者
は
第
Ⅱ
部
と
Ⅲ
部
で
船
員
の

特
殊
性
と
そ
の
軽
減
策
を
具
体
的

に
記
し
て
い
る
た
め
わ
か
り
や
す
い
。 

①
船
員
職
業
の
特
殊
性
を
構
成
す
る 

三
要
素
と
は 

海
と
い
う
厳
し
い
環
境
に
影
響
さ

れ
る
こ
と
、
長
期
連
続
の
航
海
と
い

う
こ
と
、
大
量
の
貨
物
と
多
数
の
船

客
を
運
ぶ
と
い
う
こ
と
を
指
す
。
船

員
職
業
の
特
殊
性
は
人
間
性
阻
害
を

も
た
ら
す
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

軽
減
策
は
国
民
的
な
課
題
と
し
て
解

消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

②
特
殊
性
と
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ 

こ
れ
に
は
、
コ
イ
ン
の
よ
う
に
表

と
裏
が
あ
る
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
表

と
は
特
殊
性
が
船
員
に
と
っ
て
不
利

益
性
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
努
力
で

乗
り
超
え
た
と
き
、
そ
の
人
は
素
晴

ら
し
い
人
物
に
な
り
得
る
と
い
う
こ 

      と
で
あ
る
。
裏
と
は
船
員
の
不
利
益

性
が
軽
減
さ
れ
ず
、
船
内
が
労
働
法

規
制
の
効
力
が
な
い
無
法
地
帯
に
変

質
し
人
間
性
阻
害
が
起
き
る
こ
と
を

指
す
。 

 
船
員
職
業
の
特
殊
性
の
コ
イ
ン
の

裏
側
の
諸
点
を
可
能
な
限
り
軽
減
し

て
、
人
間
性
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
国
や
船
社
に
よ

る
施
策
展
開
と
労
働
組
合
（
海
員
）

の
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
る
。 

③
も
う
ひ
と
つ
の
海
上
の
特
殊
性 

本
誌
に
は
「
内
航
お
し
ゃ
べ
り
広

場
」
と
い
う
投
稿
欄
が
あ
る
。 

毎
号
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
る
の
は

「
前
の
会
社
を
辞
め
た
の
は
雰
囲
気

が
嫌
。
５
人
し
か
い
な
い
の
で
、
朝

か
ら
晩
ま
で
顔
を
あ
わ
せ
る
。
毎
日

が
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
」「
若
い
子
が
辞

め
て
他
社
に
行
く
の
は
上
司
の
人
柄

と
か
船
内
の
雰
囲
気
」「
ガ
ミ
ガ
ミ
い

う
年
配
者
が
い
な
い
か
ら
人
間
関
係 

      

が
良
い
。
他
社
に
移
る
気
は
な
い
」

「
や
っ
ぱ
り
船
は
人
間
関
係
」
等
々
。 

海
は
広
く
、
船
は
狭
い
。
内
航
ば

か
り
で
な
く
、
外
航
も
似
た
よ
う
な

環
境
に
あ
る
。
船
員
職
業
の
特
殊
性

に
加
え
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。 

 二
．
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沖
座
礁
事
故 

 

＊
こ
の
項
、
羅
針
盤
32
号
参
照 

①
事
故
原
因
調
査
報
告 

３
年
前
、
貨
物
船
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｏ
」
が
座
礁
し
、
大
量
の
重
油

が
流
出
し
た
。
本
年
９
月
運
輸
安
全

委
員
会
は
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

「
詳
細
な
海
図
が
な
い
に
も
拘
わ
ら

ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
通
信
圏
内

に
入
る
目
的
で
航
海
計
画
を
変
更
し
、

島
に
接
近
し
た
こ
と
が
事
故
原
因
」

と
し
た
。 

イ
ン
ド
人
船
長
は
、
乗
組
員
ら
の

ス
マ
ホ
の
電
波
を
受
信
す
る
目
的
で

島
に
接
近
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
モ

ー
リ
シ
ャ
ス
ば
か
り
で
な
く
、
マ
ラ

ッ
カ
通
峡
後
、
ス
マ
ト
ラ
島
に
接
近

す
る
な
ど
、
ス
マ
ホ
の
電
波
を
受
信

す
る
た
め
陸
岸
へ
の
接
近
を
繰
り
返

し
て
い
た
と
い
う
。 

更
に
事
故
原
因
と
し
て
挙
げ
た
の

が
、
衛
星
電
話
を
用
い
た
通
話
料
金

が
高
額
な
上
、
同
船
に
は
定
額
課
金

制
で
高
速
デ
ー
タ
通
信
が
で
き
る
機

器
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
時
期
、
乗
組
員

と
そ
の
家
族
が
互
い
の
安
否
を
確
認

し
た
い
と
思
う
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
著
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
事

故
の
原
因
は
「
船
員
の
モ
ノ
化
」
に

あ
る
。「
船
員
職
業
の
特
殊
性
の
軽
減

策
」
が
講
じ
ら
れ
て
い
れ
ば
、
防
げ

た
事
故
だ
。 

②
Ｆ
Ｏ
Ｃ
（
便
宜
置
籍
船
）
の
今 

「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
」
の
用
船

者
は
商
船
三
井
、
運
航
管
理
は
長
鋪

汽
船
、
船
籍
と
船
主
は
、
パ
ナ
マ
の

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
マ
リ
タ
イ
ム
と
い
う
典

型
的
な
便
宜
置
籍
船
で
あ
り
、
実
質

的
な
船
主
は
商
船
三
井
で
あ
る
。 

だ
が
、
商
船
三
井
と
長
鋪
が
記
者

会
見
を
開
き
謝
罪
し
た
の
は
事
故
か

雨
宮
洋
司
著

「
船
員
に
こ
だ
わ
る
物
言
い
」
を
読
ん
で 

② 

柿
山 

朗
（
元
外
航
船
員
） 
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ら
14
日
後
、
し
か
も
会
見
で
見
せ
た

商
船
三
井
の
立
場
は
、
あ
く
ま
で
も

用
船
者
と
し
て
の
弁
明
だ
っ
た
。 

商
船
三
井
は
、
本
船
の
Ａ
Ｉ
Ｓ
の

航
跡
の
チ
ェ
ッ
ク
や
正
午
報
告
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
た
の
か
、
本
船
の
状

態
を
把
握
し
て
い
た
の
か
、
多
く
の

疑
問
が
あ
る
。 

用
船
者
と
船
が
繋
が
る
の
は
Ａ
Ｕ

Ｄ
Ｉ
Ｔ
（
内
部
監
査
）
を
除
け
ば
、

安
全
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
の
無
数

の
ペ
ー
パ
ー
で
、
人
と
人
で
は
な
い
。

Ｆ
Ｏ
Ｃ
へ
と
腕
を
長
く
伸
ば
し
過
ぎ

た
結
果
、
指
先
が
見
え
な
い
、
労
働

現
場
が
見
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。 そ

の
後
、
事
故
を
最
後
ま
で
問
題

視
し
、
活
動
し
た
の
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｃ
問

題
で
は
な
く
燃
料
油
に
よ
る
海
洋
汚

染
を
危
惧
す
る
国
際
環
境
団
体
だ
っ

た
こ
と
を
付
記
す
る
。 

③
徳
を
失
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化 

本
年
６
月
28
日
の
朝
日
新
聞
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
果
て
」
と
題
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
語
る
の
は
政
治
学
者
の
牧
原
出

（
い
ず
る
）
さ
ん
。 

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
後
の

30
年
、
世
界
に
何
が
起
き
た
か
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
富
の
偏
在
が
進

み
固
定
化
、
徳
の
失
墜
と
無
関
心
、

民
主
主
義
が
劣
化
し
た
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
す
。
一
方
で
、「
富
や
情
報
が
一

部
の
人
の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
と
い

う
こ
れ
ま
で
の
世
界
観
へ
の
疑
問
も

強
く
発
せ
ら
れ
始
め
て
い
る
」
と
言

う
。 私

が
着
目
す
る
の
は
、「
徳
」
の
一

字
で
あ
る
。
不
正
義
な
Ｆ
Ｏ
Ｃ
船
は
、

「
旗
国
と
の
真
正
な
関
係
」
に
戻
す

べ
き
で
あ
る
。 

大
手
３
社
の
コ
ン
テ
ナ
事
業
会
社

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

海
運
バ
ブ
ル
で
儲
け
た
よ
う
だ
が
、

こ
こ
に
も
徳
は
無
い
。
水
モ
ノ
と
い

わ
れ
る
海
運
の
収
益
の
浮
沈
に
翻
弄

さ
れ
、
ど
れ
程
船
員
が
苦
渋
を
舐
め

た
か
。 

80
年
代
、
船
員
制
度
近
代
化
を
経

て
緊
急
雇
用
対
策
が
あ
り
、「
希
望
退

職
」
が
募
ら
れ
た
結
果
、
一
万
人
の

外
航
船
員
は
「
絶
望
退
職
」
し
海
を

去
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

不
正
義
が
あ
れ
ば
、
疑
問
を
投
げ

か
け
、
怒
り
の
声
を
挙
げ
る
こ
と
を

自
分
に
課
し
て
い
き
た
い
。 

三
．
人
間
性
回
復
の
闘
い 

①
船
員
の
特
殊
性
の
軽
減
と
の
関
係 

60
年
代
の
こ
の
時
期
、
船
舶
の
自

動
化
、
大
型
化
や
専
用
化
な
ど
技
術

革
新
と
合
理
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。 

そ
の
結
果
、
船
舶
の
運
航
は
タ
イ
ト

に
な
り
、
船
内
労
働
は
強
化
さ
れ
、

休
息
時
間
は
削
ら
れ
て
い
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
定
員
と
就
労
体

制
を
明
確
に
し
、
休
暇
の
改
善
、
時

間
外
労
働
や
夜
間
労
働
の
規
制
、
船

内
食
生
活
の
改
善
。
そ
れ
ら
を
求
め

る
こ
と
が
人
間
性
回
復
だ
っ
た
。 

「
人
間
性
回
復
」
と
「
船
員
職
業
の

特
殊
性
の
軽
減
」
は
同
義
語
で
あ
り
、

同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
く
。 

②
72
年
、
三
ヶ
月
の
長
期
ス
ト 

 

学
校
を
卒
業
後
二
年
目
、
大
阪
・

堺
で
タ
ン
カ
ー
の
伊
勢
丸
乗
船
中
に 

約
半
月
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
。 

何
度
か
友
誼
組
合
と
い
う
こ
と
で

全
繊
同
盟
に
所
属
す
る
泉
南
の
女
性

組
合
員
た
ち
と
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

へ
の
誘
い
は
あ
っ
た
が
、
上
陸
し
て

の
ビ
ラ
配
り
す
ら
な
い
静
か
な
ス
ト

だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。 

だ
が
後
に
長
期
ス
ト
に
は
、
現
場

船
員
た
ち
の
怒
り
と
闘
い
の
前
史
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。 

65
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
、
組
合
幹
部

で
あ
る
和
田
、
金
子
へ
の
リ
コ
ー
ル

運
動
。
船
舶
通
信
士
労
働
組
合
の
結

成
。
71
年
の
労
使
交
渉
の
否
決
に
よ

る
南
波
佐
間
組
合
長
の
退
陣
な
ど
で

あ
る
。 

長
期
ス
ト
の
後
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
で
小
山
海
運
、
私
が
在
籍
し
た
照

国
海
運
等
々
の
倒
産
が
あ
り
「
脱
日

本
人
政
策
」
と
し
て
の
Ｆ
Ｏ
Ｃ
混
乗

が
始
ま
る
。 

山
本
泰
督
氏
は
「
伝
統
的
労
使
協

調
路
線
と
決
別
し
、
経
済
民
主
主
義

の
推
進
を
内
容
と
す
る
革
新
路
線
を

選
択
し
た
の
は
71
年
か
ら
77
年
ま

で
の
６
年
間
を
指
す
」
と
す
る
。（
経

済
経
営
研
究
年
報
・
35
号
） 

 四
．
ネ
オ
コ
ン
的
船
員
教
育
政
策 

 

本
書
と
は
別
に
、
15
年
前
の
「
海

員
」
海
事
時
事
欄
に
著
者
に
よ
る
題

記
の
時
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

船
員
教
育
研
究
機
関
で
は
、
統
廃

合
と
と
も
に
（
天
下
り
と
業
界
代
表

の
発
言
力
が
強
い
）
国
に
よ
っ
て
別
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途
設
立
さ
れ
た
理
事
会
の
政
治
性
を

含
め
た
方
針
に
よ
り
、
教
育
機
関
の

縮
小
方
向
へ
の
加
速
、
国
家
と
産
業

界
の
ニ
ー
ズ
を
強
く
打
ち
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
危
惧
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。 

更
に
、
周
辺
事
態
法
成
立
以
降
は

日
本
の
ネ
オ
コ
ン
的
政
策
は
憲
法
改

正
と
い
う
総
仕
上
げ
の
段
階
へ
入
っ

た
と
危
機
的
な
情
勢
を
語
る
。 

ネ
オ
コ
ン
と
は
、
米
国
新
保
守
主

主
義
者
の
こ
と
で
、
彼
ら
の
考
え
る

自
由
と
民
主
主
義
と
い
う
価
値
観
で
、

脅
威
に
対
し
て
は
軍
事
的
攻
撃
も
辞

さ
な
い
考
え
を
持
つ
。
経
済
政
策
と

し
て
は
規
制
緩
和
、
民
営
化
な
ど
市

場
重
視
の
新
自
由
主
義
政
策
の
展
開

で
あ
る
。 

２
０
０
７
年
の
国
交
省
交
通
審
議

会
の
中
間
報
告
で
、
日
本
の
「
非
常

時
等
」
に
お
け
る
日
本
籍
船
と
日
本

人
船
員
の
規
模
を
４
５
０
隻
、
５
５

０
０
人
と
し
た
う
え
、
ト
ン
数
標
準

税
制
な
ど
の
「
ア
メ
」
を
匂
わ
せ
な

が
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

内
航
船
員
不
足
へ
の
対
応
で
は
退
職

自
衛
官
の
活
用
な
ど
が
列
記
さ
れ
て

い
る
。 

五
、
船
員
に
こ
だ
わ
っ
て
生
き
て 

＊
最
後
に
自
分
の
事
を
少
し
だ
け
書

く
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い 

①
「
な
じ
み
の
仲
間
の
つ
く
り
方
」 

 

大
島
商
船
高
校
（
高
専
）
入
学
か

ら
間
も
な
く
60
年
、
最
近
ま
で
現
役

船
員
を
続
け
て
き
た
。
長
い
経
験
か

ら
言
え
ば
、
最
も
安
穏
に
過
ご
せ
た

の
が
「
な
じ
み
の
仲
間
と
な
じ
み
の

船
」
に
乗
っ
て
い
る
時
だ
っ
た
、
と

思
う
。
隅
々
ま
で
知
り
尽
く
し
た
船

に
乗
る
の
が
安
心
で
安
全
で
あ
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
大
切
だ
が
難

し
い
の
は
仲
間
と
の
関
係
性
を
ど
う

築
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
の

実
践
例
を
紹
介
す
る
。 

な
だ
し
お
裁
判
（
潜
水
艦
な
だ
し

お
・
第
一
富
士
丸
と
の
浦
賀
水
道
で

の
衝
突
事
件
）
で
知
り
合
っ
た
ゼ
ネ

ラ
ル
石
油
労
組
の
友
人
か
ら
こ
の
労

組
の
職
場
綱
領
を
知
っ
た
。 

第
一
項
は
「
能
力
に
よ
る
労
働
者

管
理
に
反
対
し
、
互
い
に
競
争
し
な

い
。
一
人
ひ
と
り
が
す
べ
て
の
仲
間

の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
を
、
職
場

で
常
に
判
断
し
な
が
ら
行
動
す
る
」

で
あ
る
。 

私
も
こ
れ
に
倣
い
、
船
内
で
長
い

時
間
を
か
け
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が

ら
、
皆
で
論
議
し
て
次
の
綱
領
を
作

っ
た
。 

「
腕
を
き
た
え
汗
を
な
が
し
、
誇

り
を
も
っ
て
働
こ
う
」「
選
別
や
差
別

を
憎
み
仲
間
を
裏
切
ら
な
い
」「
ど
ん

な
こ
と
で
も
皆
で
決
め
る
。
少
数
意

見
を
大
事
に
」。 

 

船
に
は
組
合
活
動
を
す
る
上
で
は
、

利
点
が
あ
る
。
例
え
ば
当
直
者
以
外

は
い
つ
で
も
集
ま
れ
る
。
作
業
着
寄

こ
せ
か
ら
○
○
さ
ん
解
雇
反
対
ま
で

す
べ
て
が
職
場
要
求
と
な
り
得
る
。 

 

本
誌
・
編
集
長
の
竹
中
さ
ん
の
解

雇
撤
回
闘
争
は
、
日
本
郵
船
が
相
手

の
困
難
な
闘
い
だ
っ
た
。
勝
利
の
決

定
打
は
、
船
の
仲
間
で
あ
っ
た
辻
、

橋
本
両
機
関
長
や
浦
山
司
厨
手
の
証

言
だ
っ
た
。 

い
つ
の
時
代
も
労
働
組
合
運
動
を

担
保
す
る
の
は
、
職
場
で
の
団
結
で

あ
る
。
団
結
の
基
礎
は
、
人
と
人
の

繋
が
り
に
他
な
ら
な
い
。 

②
新
船
員
政
策
に
つ
い
て 

本
書
の
こ
の
章
に
は
「
船
員
教
育

機
関
の
再
構
築
」
が
あ
る
。
読
み
な

が
ら
遥
か
昔
を
思
い
出
し
た
。 

入
学
後
、
最
も
嫌
だ
っ
た
の
が
夜

中
、
寮
内
で
の
上
級
生
で
あ
る
本
科

３
年
生
に
よ
る
下
級
生
へ
の
「
説
教
」

と
い
う
名
の
暴
力
。 

全
く
勉
強
に
は
身
が
入
ら
な
か
っ

た
。
通
知
表
に
は
い
つ
も
「
商
船
学

校
生
と
し
て
の
自
覚
が
な
い
」
と
記

さ
れ
て
い
た
。
落
第
し
て
当
然
だ
っ

た
が
、
私
の
ク
ラ
ス
は
落
第
イ
コ
ー

ル
退
学
だ
っ
た
。
理
由
は
一
級
下
の

ク
ラ
ス
か
ら
は
、
制
度
が
変
わ
る
高

専
生
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し

て
幸
運
に
も
落
第
を
免
れ
た
。 

真
面
目
に
取
り
組
ん
だ
の
は
本
科

三
年
の
文
芸
新
聞
部
長
だ
け
。
こ
の

年
の
１
月
に
起
き
た
「
ぼ
り
ば
あ
」

遭
難
事
故
が
私
の
書
い
た
最
後
の
記

事
だ
っ
た
。
４
月
、
晴
海
で
の
「
進

徳
丸
」
乗
船
式
へ
急
い
だ
の
を
よ
く

憶
え
て
い
る
。 

４
年
目
は
専
攻
科
生
と
し
て
練
習

船
、
汽
船
と
帆
船
が
半
々
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
遠
洋
と
沿
岸
航
海
実
習
が
含

ま
れ
て
い
た
。 

５
年
目
は
ア
ッ
プ
さ
ん
と
呼
ば
れ

る
半
年
の
社
船
実
習
。
私
が
乗
っ
た

の
は
大
阪
・
中
小
労
の
萬
野
汽
船
。 

（
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
） 
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

そ
こ
で
見
た
の
は
船
陸
の
壁
、
職

部
の
壁
、
甲
機
の
壁
だ
っ
た
。
練
習

船
と
社
船
の
違
い
を
発
見
す
る
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
。 

最
後
の
半
年
は
学
校
へ
戻
り
、
国

家
試
験
の
準
備
を
し
て
卒
業
。
劣
等

生
だ
が
何
と
か
甲
二
航
に
合
格
し
た
。 

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
い
わ
れ
る
教
育

制
度
で
救
わ
れ
た
。
本
科
と
違
い
専

攻
科
で
は
倦
む
こ
と
も
な
く
多
少
は

船
乗
り
ら
し
く
な
っ
た
と
思
う
。
私

に
と
っ
て
は
得
難
い
制
度
だ
っ
た
。 

③
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を突く本質的な質問」、「何とも情けないね」

との声が聞かれた。 

ちなみに、ストの際に組合が組合員に対して

行う賃金保障は、組合内部の取り決めの問題な

ので、労働協約書に記載されるものではない。

非居住特別組合員に適用される協約も同様で、

そのような記載はないということだ。 

そもそも、日本人組合員（完全資格組合員）

にはスト権確立の投票権があるが、非居住特別

組合員に投票権はない。ストに限らず、各種決

定に参画する権利、投票権や選挙権・被選挙権

がない。その一方で「組合の方針を支持する」

義務が謳われている（非居住特別組合員に関す

る規則第８条）。従って、ストに際し、組合の

指令に反する行動を取れば処分必死となる。 

スト権投票の権利がない人にスト指令を出

すことは大きな矛盾だ。規約規則以前の問題で、

国連の世界人権宣言や国際人権規約に反する。 

組合規約第９７条（争議金庫の目的と使途）

には「ストライキ参加した組合員の生活補償は

争議金庫から支出する」旨規定されているが、

この条文の組合員に非居住特別組合員も含ま

れるとの明文の規定はない。善意に解釈すれば

「含まれる」との解釈も可能だが、規約１１条

の２で、非居住特別組合員の権利と義務は別に

定めるとして非居住特別組合員規則を作った

ので、その解釈には無理がある。 

結局、非居住特別組合員へのスト指令は想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしておらず、答えられなかったのが正直なと

ころだろう。非居住特別組合員制度の矛盾が集

中して現れた場面だった。 

（３）非居住への関心が高かった外航分科会 

多くの職場委員が、ＩＴＦポリシーやＦＯＣ

に対する定義、ＩＢＦ交渉の形態に関する質問

や疑問を投げかけ、非居住特別組合員に関する

関心の高さが伺われた。 

特に、非居住特別組合員に対する福利厚生な

ど、受益船主国組合の義務を果たすために現状

２人しかいないフィリピン人国際業務スタッ

フ（ＩＳＳ）の採用増を求める意見、非居住特

別組合員に選挙権・発言権が認められていない

のは何故か？との質問が注目された。 

本部側は「ＩＳＳは以前の成熟していない時

代に作った制度。増員についてもフィリピンの

労組に相談したが紹介してくれる人が見当た

らないとの回答だった」、「選挙権・発言権が

認められていない理由は、非居住特別組合員規

則に書いてないから。権利は規則に書いてある

範囲で認められる」との答弁だった。 

非居住特別組合員に対する受益船主国組合

の義務について、現場を熟知している職場委員

と役員の意識の違いが現れた一幕だった。 

外航分科会では今大会の焦点である基金に

関する直接の発言はなかった。 

（次号に続く） 

※この文章は２５頁からお読み下さい。 
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ていないが、管理体制に問題があったことは暗

に認めざるを得ないということか。 

これに対し代議員が、「今の組合長の発言に

ついて質問しても良いですか？」と聞いたとこ

ろ、議長は「活動報告に関するもの」と釘を刺

したため質問せずに終わった。 

ある代議員は、「本組合と国際船員労務協会

は被害者、真相究明のため第三者委員会を設立

して調査して欲しい。基金の管理についてＩＴ

Ｆは法人化を推奨している。今の基金の管理は

どのように行われているのか」と的を突く発言

をしたが、本部側は全く答えず、無視を通した。 

別の代議員からは、「実際に訪船するのは私

たち職場委員。訪船してどう説明したらよいの

か？具体的な説明が欲しいのに前進回答が何

もなくてよいのか？原因は何なのか、現場にど

う説明すればよいのか？それを伺いに来まし

た」と切実な思いが披露された。しかし、これ

についても本部側は、「ご心配をお掛けした。

そのようなお気持ちを察して、本件に関して声

明を出した。組合会計は適正に処理されている。

今後事実関係について得られる情報に基づい

て適正に対処していきます」と「適正な対処」

を繰り返した。 

また別の代議員が「適正に対処と言うが、今

後の対策のスケジュール感、工程。どういう見

通しかを伺いたい」と質問しても、本部側は「今

後新たな情報を踏まえ、関係団体と協議して適

正に取り組んでいく。まとまれば皆さんに報告

します」と、組合長発言と同内容を繰り返すの

みであった。 

活動報告の審議に与えられた時間は松浦組

合長の冒頭発言を含めわずか３０分。審議の終

盤に代議員から「コロナで大会の審議時間が短

くなったが５月にインフルエンザ相当の５類

感染症に移行した。しかし大会は昔より短いま

まだ。これについて見解を」と聞かれ、本部側

は長々と大会会場を確保する難しさを訴えた

のちに「予定時間はメドに過ぎないので、審議

時間はしっかり確保したい」と答弁。 

ところがその本部答弁が終わるやいなや、議

長は「そろそろ予定の時間になったので」と審

議打ち切りに誘導してしまった。 

その間、「適正に対処していく」を何度聞か

されたことか。何を聞かれても、６月末に出し

た「声明」の繰り返しに終始する姿勢。ビッグ

モーターやジャニーズの方がマシに思えた。 

この件に関する本部答弁は総務担当の齋藤

中執のみが行い、松浦組合長を始め他の役員は

ひと言も発しなかった。 

（２）会計報告の審議：スト資金は非居住特

別組合員も支給されるのか？ 

会計報告に関する質疑の中で、何とも言いよ

うのない無様（ぶざま）なシーンが出現した。 

争議金庫会計が１００億円を優に超える報

告に対して、ある代議員の「１００億円を超え

ているのに更に今年も一般会計から繰り入れ

増額した。組合員に還元することを考えている

か」という質問に対し、本部は１９７２年の長

期ストで争議金庫会計がカラになった例を挙

げてスト資金の重要性を説いた。 

すると、すかさず他の代議員から「今日、外

航でストする際には非居住特別組合員の協力

が欠かせない。その時には彼らの賃金も争議金

庫から補填されるのですか」との質問が出た。 

思いもよらぬ質問だったと見え、議長が本部

答弁を求めても、役員は誰も手を上げようとせ

ず、担当中執は必死で手元の資料をめくったり

隣席の副組合長と何やら相談している。 

しばし他の役員の答弁で時間が経過した後

に挙手した担当役員が発した回答は、なんと、

「非居住特別組合員に適用される協約があり、

その内容に基づいて適切に対応していきます」

というもの。 

またしても出た「適切に対応」。これには傍

聴席の船主側傍聴者も嘲笑を禁じえず。「矛盾
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（５）組合員、元組合員らが刑事告発 

さる１１月６日、組合員、組合員ＯＢ、井出

本元組合長ら組合元執行部員の計２６名が東

京検察庁に対し、業務上横領と脱税の容疑で森

田前組合長を刑事告発した。 

本来なら、被害者である基金管理委員会（＝

全日本海員組合および国際船員労務協会）が刑

事告訴すべきところ、その意思が見えないため

告発に至った旨を次のように述べている。 

『本年６月２０日のＮＨＫやフジテレビ、翌

日の各新聞報道があった後の６月２８日、組合

は「前組合長に関する報道について」と題する

文章をホームページに掲載し、その後機関紙に

も同文を掲載した。そこでは「前組合長個人に

対する課税に関わる事実や課税処分の内容に

関するもの」で、「当組合は国税当局から、前

組合長からもそれらの事実及び事項に関して

は、説明を受けておりません。したがって、前

組合長個人の課税に関する事項については、当

組合としてはコメントすることが出来ません」

としている。 

同様に、本年１０月２５日に開催された定期

全国大会においても、代議員らの質問に対して

「前組合長個人の問題なのでコメントできな

い」等と繰り返し答弁した。 

告発人らは、組合の組合員、元組合員、およ

び元組合長を始めとする組合の専従役職員で

ある。船員の権利を擁護し労働条件の向上を目

指す団結体であるはずの労働組合の代表者が、

外国人船員から得た金員をこのように私的流

用していたことを絶対に許すことはできない。

しかし、前述した組合の姿勢では、真相究明や

責任の追及、改善策が期待できないと思料する。

よって、告発に至った次第である。』 

今後、検察庁特捜部による捜査により事の真

相が明らかになることが期待される。同時に組

合員自ら、真相究明と改善策の構築に向けて声

を挙げていかなければならないと思う。 

１０．組合定期全国大会、本部はまとも

に答弁せず 

１０月２５・２６日、定期全国大会が函館で

開催され、全国委員約２２０名、全国委員でな

い職場委員・船内委員長・執行部員約４０名が

実出席した。この問題について現場代議員がど

う追及し、本部がどう答弁するか。その攻防が

大会最大の焦点だった。しかし、結果は肩透か

しに終わった。外航の職場委員から鋭い意見も

出されたが、本部はまともに回答せず、質問自

体を無視。回答すらしない場面もあった。 

（１）活動報告の審議：組合長の「陳謝」 

初日の午後、活動報告の質疑が開始された冒

頭、いきなり松浦組合長が挙手し、要旨次のよ

うに語り始めた。 

『前組合長に関する報道により組合員、関係

者の皆様に多大なご心配、ご不安、ご不審を招

いたことを陳謝します。本組合に対する税務調

査では不正な資金使用等の事実はありません。 

報道によれば前組合長が当組合の関連団体

の基金を私的に流用し申告を怠っていたとの

ことですが、前組合長個人のことで、当組合は

国税当局や前組合長から何らの説明を受けて

いないのでコメントできません。 

事実関係については、今後取得する情報を踏

まえ適正に対処していきます。より透明性のあ

る運営のため関係団体、関係組合と協議して、

新たな管理体制、制度の構築に取り組んでいく

所存です。』 

６月末に出された「声明」と全くと言ってよ

いほど同じ内容で、「より透明性のある新たな

管理体制、制度の構築に取り組む」が付け加え

られた格好だ。 

「陳謝」も、あくまで「ご心配、ご不安、ご

不審」を招いたことへのもので、基金に多額の

損害を発生させたことに対してではない。 

そもそも組合は、基金の損害額を明らかにす

るどころか、損害が出たこと自体を未だに認め
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用とフィリピン建築業者からのリベートを併

せ、6 年間で計約６億円を申告せず、重加算税

や過少申告税を含め、２億円以上の追徴課税を

課された。国税局はこれらを「悪質な所得隠し」

と判断したとのことだ。 

基金からの私的流用部分については、実質的

な給与とみなされたとのことだが、横領で得た

金銭を税務署に申告するわけがないことは自

明の理で、何らかの意図で税金逃れを図ったこ

とは疑いない。したがって「偽りその他不正の

行為」に該当すると思われる。 

ここで、また一つ新たな問題が生じる。この

国税局の措置によれば、森田前組合長は基金か

らの流用を給与として申告しなかったことに

なる。すなわち、税法上組合と基金の両方から

給与を受けていたことになる。これは基金の目

的外使用であり、管理運営規則と矛盾する。 

本件の発覚に伴い、基金の監査法人は会計監

査のやり直しをしなければならないが、前組合

長に給与を支払ったことにすれば管理運営規

則に違反し、他の方法で処理すれば税法に違反

することになる。 

この矛盾を監査法人は、いったいどう処理す

るのだろうか。 

（４）詐欺および背任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前組合長がどのような手口で基金からお金

を降ろさせたのか、いつ、幾ら私的流用したの

か。２年経過しているにもかかわらず、未だに

本部は何も明らかにしていない。基金に穴が開

いた事実すら認めようとせず、「本組合の会計

処理に不正はない」を繰り返すばかりだ。 

しかし問題なのは基金の会計処理で、出金が

行われる際には、使用目的とともに、組合長以

下の責任ある役職者の印鑑が押された稟議書

（りんぎしょ）が必須のはずで、それがなけれ

ば、基金を預かっているＪＳＳがお金を出すは

ずもない。そうすると、何らかのウソ偽りを記

した稟議書を作って出金させたことは想像に

難くない。仮にそうだとすれば、詐欺罪に該当

する。稟議書や口座記録を調べれば私的流用の

全容が容易に分かるはずだ。 

また、組合員のために働くべき組合長、非居

住特別組合員の福利増進を任務とする基金管

理委員長という職務を考えれば、基金の私的流

用および建築業者からのリベートは、「任務に

背く行為」により、基金および非居住特別組合

員に「財産上の損害」を与えたことになる。 

したがって背任罪も該当する可能性が高い。 

以上、数々の刑法・税法違反が考えられるが、

最も重い罪は、組合員の信頼に背く行為。非居

住特別組合員の信頼を裏切った罪だ。それは、

受益船主国組合の非居住組合員に対する義務

を謳ったメキシコポリシー、ＩＴＦ船員憲章に

背く行為でもある。 

一旦失った信頼はなかなか取り返しがつか

ない。信頼を少しでも回復するためにも、中執

委は、組合役員として、また基金の管理責任者

として、前記の兼業禁止規定違反の件を含め、

前組合長の行為により基金に幾ら穴が開いた

のか、どのような手口が使われたのかなど、事

件の全容を説明し、原因と改善策、損害の回収

策を大会等の場で示す責任がある。それが組合

員に対する義務でもある。 

刑法第三十七章 詐欺及び恐喝の罪 

（詐欺） 

第二百四十六条 人を欺いて財物を交付さ

せた者は、十年以下の懲役に処する。 

２ 前項の方法により、財産上不法の利益

を得、又は他人にこれを得させた者も、同

項と同様とする。 

（背任） 

第二百四十七条 他人のためにその事務を

処理する者が、自己若しくは第三者の利益

を図り又は本人に損害を加える目的で、そ

の任務に背く行為をし、本人に財産上の損

害を加えたときは、五年以下の懲役又は五

十万円以下の罰金に処する。 
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組合長補充選挙を行います」と突然発表された

のだった。それ以外に前組合長に関する言及は

一切なく、その後も退職したかどうかすら発表

されていない。 

ところが、この件が新聞等で報道されると新

たな情報が入って来た。 

前組合長は組合長在任中の２０１９年８月

に東京都港区北青山に（株）Ｇreen Ｏceanを

設立し、自ら代表取締役に就いていたという事

実だ。現在は麻布に移転している同社の事業は、

「①経営、芸能、人材等に関する各種コンサル

ティング、②各種情報の収集及び販売、③人材

の紹介及び斡旋、④レストラン、カフェ、バー

等の飲食店の経営、⑤食料品、飲料品、酒類、

雑貨の販売及び輸出入、⑤不動産投資及びその

他の投資業」等とされている。 

また、同社設立直後に港区白金の高級マンシ

ョンを購入（現在の売値２億～３億円）。組合

長辞任後はそれを売却し、現在は同じ港区の別

の高層マンションに住んでいるという。 

６億円着服もさることながら、組合長在任中

に会社を作ったこと自体が組合規約に違反す

る。このような状態で統制処分をしなかったと

は信じられない。 

田中副組合長は森田前組合長と学生時代、海

上技術部員時代を通しての長年の盟友でもあ

る。藤澤組合長の時代、２人は副組合長として

中央執行委員会をリードし藤澤氏を統制処分

に持って行ったことは良く知られている。その

経緯は処分を決めた２０１３年の長崎大会で

本部が代議員に配布した「統制違反処分無効仮

処分命令申立事件」という分厚い冊子に見て取

れる。そこでは、田中・森田の両副組合長が他

の中執らをリードし、６対１の多勢に無勢で藤

澤組合長を追い詰めていく中執委の模様が、テ

ープ起こしで生々しく再現されている。 

中執委は、森田前組合長の兼業禁止規定違反

について調査し、組合員に報告する責任がある。 

（２）業務上横領（刑法２５３条） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、業務上横領は単なる「横領」よ

り罪はずっと重い。 

森田前組合長は２０１４年１１月から２０

２１年１１月の７年間組合長を務めた。同時に

基金管理委員会の委員長、基金の会計管理を業

務委託されたＪＳＳの会長にも就任した。 

報道によれば、その間の２０１５年から２０

２０年までの 6年間にわたり、基金を私的流用

し、貴金属や高級腕時計を購入したという。 

購入した貴金属類の行先は不明だが、流用額

は約３億円にのぼると言われている。 

組合長兼管理委員会委員長、かつＪＳＳ会長

という三権の長である自分の地位を利用した

この行為は、まさに「業務上自己の占有する他

人の物を横領した」行為で業務上横領に他なら

ない。 

（３）脱税（所得税法第２３８条１項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道によれば、森田前組合長は基金からの流 

刑法第三十八章 横領の罪 

（横領） 

第二百五十二条 自己の占有する他人の物

を横領した者は、五年以下の懲役に処する。 

２ 自己の物であっても、公務所から保管

を命ぜられた場合において、これを横領し

た者も、前項と同様とする。 

（業務上横領） 

第二百五十三条 業務上自己の占有する他

人の物を横領した者は、十年以下の懲役に

処する。 

所得税法第六編 罰則 

第２３８条１項 

偽りその他不正の行為により、第○○条に

規定する所得税の額につき所得税を免れ、

又は第○○条の規定による所得税の還付を

受けた者は、十年以下の懲役若しくは千万

円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。

（〇印の条文数字は省略） 
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だ（海員 2009年 1月号P33）。 

それだけではない。海上の友などの各種広報

紙の購入に加え、外国人船員用の機関紙オーシ

ャンゲート・インターナショナルの製作費用も

基金から出ている（海員 2008年 6月号P22）。

これらの事実から、基金が組合活動に使われて

いることは疑いようがない。 

労組法の主旨に従えば、基金から組合活動に

回した金銭は、組合収入として計上し、組合員

に報告しなければならないはずだ。 

同様に、前記ＩＴＦの船員憲章、基金・監査

ポリシーの主旨を顧慮すれば、基金についても

使途の詳細を含めた会計報告を、外国人を含め

たすべての組合員に対して行うことが受益船

主国組合の義務だろう。 

本来労働組合は、こうした規定の有無にかか

わりなく、自ら進んで組合員に開示することが、

組合の活性化、組合員が意欲的に参加する組合

運動につながるはずだ。 

 

（６）ＩＳＳ（国際業務スタッフ）の減員 

非居住特別組合員が急増したことから、組合

はＩＳＳを１０人まで増員する方針であるこ

とを２００８年の大会で表明し、実際にも訪船

体制の強化など非居住特別組合員に対するケ

アの充実を図った。 

２０１０年夏のＩＴＦメキシコ世界大会で

船員憲章が改訂され、メキシコポリシーの中に

位置づけられたこともあり、同年の組合定期全

国大会の活動方針書は、基金事業の内容を大き

く記載し、非居住特別組合員に対する広報活動

の重要性を説いている。今回の関東地区執行部

に見られた後ろ向きの姿勢とは大違いだ。 

その大会では、非居住特別組合員が組合員と

して付与されるべき権利、組合が行うべき「サ

ービス」についても多くの時間を割いて論議さ

れた。 

当時の藤澤組合長は日本海運集会所のイン

タビューで、「ＪＳＵには国際スタッフとして

フィリピン人が１０人在駐し、訪船活動を始め

日々の活動をしています。永住権を持つ人が数

名出てきましたので執行部に取り入れ、さらに

幅広く外国人船員の要望を取り入れていきた

い」と誇らしげに答えている（月刊誌「海運」

2013年 2月号）。 

その後２０１３年の大会で藤澤組合長が統

制処分で放逐され、翌年森田組合長が就任した

が、以降ＩＳＳの人数は減少の一途を辿り、現

在は本部と関東地方支部各１名のわずか２名

となった。日本人組合員は相変わらず微減傾向

が続く一方、非居住特別組合員は常時６万人を

前後し、比率は増しているにもかかわらず、な

ぜＩＳＳが極端に減ってしまったのか理解に

苦しむ。横領やフィリピン建設業者からのキッ

クバックによって基金に穴が開き、本来やるべ

き活動が削られたとしか考えられない。 

 

９．森田前組合長の罪状 

（１）株式会社Ｇreen Ｏcean 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは執行部員の兼業を禁止する規定である。 

「２．隠ぺい体質を上塗りする海員組合の声

明」で記した通り、２０２１年１１月に神戸で 

開かれた定期全国大会では、開会冒頭から組合

長の姿はなく、座席も用意されていなかった。

組合長不在について何ら説明がないまま、異様

な雰囲気で議事が進められた。そして、午後の

議事開始の冒頭、役員選挙管理委員長から「森

田組合長から辞任届が出されたので、只今から

海員組合規約第７２条 

（執行部員の地位と一般的任務） 

本組合の活動からみて密接な関連があり、

必要なものとして全国大会、全国評議会また

は中央執行委員会が認めた場合を除き、他の

労働組織そのほか外部団体などの役職員を

兼任したり、他の職業を兼業しないこと。 
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たのと大きな違いだ。公益財団法人では事業報

告・決算報告は理事会と評議員会の承認、官庁

への提出義務等の各種義務があり、横領事件が

発生した場合は、理事や監事ら役員にも監督義

務違反の損害賠償責任が生じる。 

しかし、今回の横領事件は、事業報告・決算

報告どころか財団法人の定款に相当する運営

規則や役員の氏名すら公表されない中で生じ

ている。すべてが“闇の中”なのである。 

各種の基金にはそれぞれ○○基金管理委員

会が組合と国際船員労務協会の両者によって

作られ、ＪＳＳが会計業務を委託され基金の財

布を握っていた。そして代々の組合長が基金管

理委員会の長を兼ねていた（2010 年大会の活

動方針書P66）。委員長代行や運営委員長も組

合の中央執行委員が就任したと過去の活動報

告書に書かれている。各船会社への請求書や領

収書も管理委員長名で発行され、未納や出納管

理は組合コンピュータに一元化され、実務は全

て組合が行ってきた。 

管理委員会の長、かつＪＳＳの長でもある組

合長は、基金を構成する３団体の長であり、使

途の決定、出金、会計報告の承認という３役を

ひとりで行っていたことになる。三権分立なら

ぬ三権の長である。しかも実務は各所に配置さ

れた部下が行っていたのであるから、起こるべ

くして起こった事件としか言いようがない。 

事件の根を断つためには、この構造を遮断し、

すべてを透明化して組合員の目に見えるシス

テムにする以外にない。 

（５）労組法５条（組合員の参加権・会計報

告義務）とＩＴＦポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに言う「すべての財源」とは組合費に限

らず、組合活動に使われたすべての財源を指す。 

この規定は前記ＩＴＦポリシーと底流で繋

がっており、どちらも組合の組合員に対する義

務を指示している。 

しかし、毎年の組合活動報告書には、「基金

管理委員会で、使用報告、会計報告、監査報告

が行われ報告通り承認された」とわずか数行記

されているのみで、内容は一切書かれていない。

組合側指名の監査法人は組合会計と同様監査

法人トーマツと聞いているが、今回の事件を通

していったいどのような監査を行っていたの

かが今問われている。報道内容が事実とすれば、

監査法人の役目を果たさなかったことが明ら

かだからだ。 

以前の活動報告書には管理委員会の組合側

委員・船主側委員の氏名を含め、基金の使途や

問題点がかなりの程度記されていたが、現体制

になって以降の１０数年間、年１回管理委員会

が開かれ会計報告等が行われたと記されてい

るのみで、外国人船員福利基金の使途は記載さ

れなくなった。 

使途の大きなものはフィリピンのマリナー

ズホームなどの建設費であるが、「欧州および

アジア地域駐在員活動に対する援助」、「アジ

ア地域船員組合等とのミーティング」、「国際

業務スタッフの活動」等にも使われてきた（２

００６年報告書ほか）。 

組合会計の中の教育文化費について、「ＩＳ

Ｓと言う外国人スタッフの活動は、管理委員会

から一部負担するケースがある」と総務部鈴木

部長（現副組合長）が大会で答弁している通り

労組法第５条（労働組合として設立され

たものの取扱） 

２項の三 組合員は、その労働組合のすべ

ての問題に参与する権利及び均等の取扱を

受ける権利を有する。 

２項の七 すべての財源及び使途、主要な

寄附者の氏名並びに現在の経理状況を示す

会計報告は、組合員によって委嘱された職

業的に資格がある会計監査人による正確で

あることの証明書とともに、少くとも毎年

一回組合員に公表されること。 
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（３）船員憲章ポリシーと基金・監査ポリシ

ーの主旨 

その後、２００２年にバンクーバーで開かれ

たＩＴＦ世界大会では、日本を始めアジア各国

の船員組合が反対した結果、船員憲章は強制化

されずポリシーにとどまったものの、加盟組合

が組合員に対して取るべき「行動規範」として

採択された。船員憲章は基金について字数を割

いて次のように規定している。 

「７．組合は以下のことを保証する。 

※すべての基金要素と関連した支払いは、明確

にＩＴＦ承認協約の中で明らかにする。 

※基金は、透明かつ適切に管理されている。 

※これらの法律で規定されていない控除は組

合員に説明される。 

※基金は毎年、正式資格を持つ監査人による監

査を受ける」。 

そして、基金の理事会や管理規程の内容、年

次報告規定やＩＴＦへの報告義務など、詳細に

わたり規定している。（詳細は機関誌海員 2002

年 11月号P27） 

その後、２０１０年のメキシコ大会では、そ

の間ＩＢＦ方式が導入されたことにより船員

憲章は一部変更されたが、基本条文は元の表現

のまま引き継がれた。また、基金の運営や会計

報告・監査に関する条文は別途「基金・監査ポ

リシー」として独立したポリシーに格上げされ、

整備された。船員憲章ポリシー、基金・監査ポ

リシーなど８つの追加ポリシーを統合するも

のとして受益船主国組合の権利・義務を謳った

メキシコシティーポリシーがある。 

船員憲章ポリシーは全１０項目からなり、そ

の第４項は「加盟組合がＩＴＦ承認契約の下で

雇用される船員から徴収する組合費の種類と

レベルは、公平で、当該組合が組合員に提供す

るサービスの内容に見合ったものでなければ

ならない」、第９項は「ＩＴＦ承認協約に基づ

く基金は、ＩＴＦの基金・監査ポリシーに従っ

て運営されなければならない」とされる。 

また基金・監査ポリシーは１９項目に上り、

「通常、基金は法人として登録される」、「加

盟組合は基金が目的に沿って履行されるよう

監視し、本ポリシーに違反もしくは不遵守の何

らかの証拠があればＩＴＦに報告する責任を

負う」等が規定されている。 

また、各ポリシーには実施のためのガイドラ

インが定められている。 

船員憲章ポリシーの実施ガイドラインは、

「総則：加盟費および組合の責務」で「本ポリ

シーは、維持しなければならない最低サービス

提供基準を定める」と規定し、組合員の「参加

権」を次のように記している。 

「ＩＴＦ協約の対象となる船員は、関連組合

で発言権を持ち、自らの利益を代表させる。組

合は、組合への参加を奨励するために、状況が

許す限り最善を尽くすべきである。」 

一方、基金・監査ポリシーの実施ガイドライ

ンには、「全ての基金部分についてＣＢＡで明

確に説明し、賃金スケールのそれぞれの欄に、

ＣＢＡの関連条文への早見参照を付すべきで

ある」、「ＦＰＣ運営グループに、ポリシー実

施の進展に関する定期報告書を提出しなくて

はならない」等と記されている。 

組合員の参加権・発言権を保証するのは、正

確な情報を与えることが大前提である。果して

海員組合は、今回の森田組合長の横領・背任行

為を非居住特別組合員に「最善を尽くして」説

明したのか、また、正しくＩＴＦに報告したの

か、気になるところだ。 

（４）法人化されなかった基金管理委員会 

前述したように、基金・監査ポリシーによれ

ば、基金は法人として登録されるのが通常だが、

日本では、外国人船員福利基金を始め、非居住

特別組合員の全ての基金が法人化されていな

い。日本人船員の福利基金が当初から公益財団

法人日本船員福利厚生基金財団に法人化され
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だろうか。外国人船員に基金の周知を図るとい

う当然すぎるほど当然の要求も、このようにし

て葬り去られてしまった。 

 

 

 

 

外航職場委員らは、「広報・文化活動」の項

でも修正案を出した。「ホームページにトピッ

クス、組合行事、活動方針・報告、予算案及び

収支報告、お知らせ等の更新を都度行い、組合

活動を組合員へ広く周知する」の文言を方針書

に追加するよう求めるものだ。 

この前向きな提案に対しても、「他の組合は

していない」、「あえて方針に書く必要はない」、

「一般の人が目にするので慎重に」などと理由

にならない理由で執行部が一斉に難クセを付

け、取り下げに追い込んでしまった。 

以前は、タブロイド判の方針書が大量に船に

送られ、組合員は誰でも目にすることができた

が、今は雑誌形式で発行部数も少なく、大部分

の組合員は目にすることができない。インター

ネットが重要なツールになっている時代に、し

かも組合活動のカナメである活動方針や組合

行事を組合員や世間に広めようとしない組合

が何処にあるのか。耳を疑わざるを得なかった。 

現場から来た組合員が手を上げて発言を求

めたが、議長は「傍聴者は発言できません」と

認めなかった。 

（２）基金の不正使用防止のため 

に作られたＩＴＦ船員憲章 

そもそもＩＴＦの船員憲章は、基金の不正使

用が問題視された結果として制定されたもの

だ。組合自身、そのことを認めている。 

「ＩＴＦ加盟の船員組合が、非居住船員に適

用している協約の基金部分が不透明であると

の批判を避ける目的で作成された船員憲章は

～」（機関誌海員 2001年2月号P52）。 

船員憲章は以下のような経過で制定された。 

日本や欧州船の便宜置籍船化が急増し、多数

の東アジア船員が非居住組合員として乗船す

るようになったため、ＩＴＦの公正慣行委員会

（ＦＰＣ）は１９９３年に非居住船員用基金の

運営透明化を求めたガイドラインを制定した。 

しかし、インドなどアジアの国々で基金の不

正使用が明らかになったことから、１９９７年

にＦＰＣは、加盟組合の適正な履行を義務付け

るため、ガイドラインを発展させた船員憲章と

して採択した。透明な運営を義務付ける船員憲

章に署名しない組合に対して、Ｂ/Ｃを発行しな

いというのもので、ガイドラインから強制規定

への格上げを図ったのだ。 

（※Ｂ/Ｃ：ブルーサーティフィケート。ＩＴＦ

協約を遵守している船にＩＴＦが与える青

色の証明書。港でのＩＴＦの査察の際に抗議

活動から除外されるなど優遇される） 

この間の事情を組合機関誌は次のように記

している。 

「ＩＴＦ承認協約に含めることが認められ

ている福利基金（ベンチマークの１０％）や非

居住船員から徴収する組合費の使途が、一部の

加盟組合では不透明であるとの批判が乗組員

や港湾労働者組合から出されていたため、２年

前のＦＰＣ本会議で「船員憲章」なるものを制

定して、組合員や会社から徴収した組合費、福

利基金の明朗な使用を目指すことになってい

た。」、「日本でも、船主が非居住船員のため

に使用すべき基金が、正しく使われていないの

ではないかという疑念が持たれています。」（海

員 1999年 9月号P5、2000年 8月号P6）。 

基金の不透明使用にかんする記述は、当時の

活動報告書など他の発行物にも記されている。 

したがって、関東地区大会での「基金は船員

憲章とは関係ない」という執行部の発言は真っ

赤なウソで、取り下げさせるための方便としか

言いようがない。 

ホームページに組合行事、活動方針・活動

報告、予算・収支報告などの掲載を求める

修正案 
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海員組合 森田前組合長の６億円横領 

問題の本質は何処に Ⅱ 
組合員 竹中正陽（まさはる） 

８．関東地区大会の論議と 

ＩＴＦポリシー 

（１）取り下げに追い込まれた地区修正案 

 

 

 

９月２１日、海員組合の関東地区大会が関東

の執行部員、全国委員、船内委員らが出席して

開かれた。そこでは驚くべき光景が現出した。 

大会方針案の「非居住特別組合員への対応」の

項に対し、外航の職場委員が連名で修正案を出

したところ、関東地区執行部が総出で難クセを

付け、猛烈な圧力を掛けて取り下げさせてしま

ったのだ。 

修正案は、本部方針に下記の下線部分を追加

しただけの、ごく当たり前のものだった。 

「メキシコシティーポリシーおよび船員憲章

ポリシーに基づき、非居住特別組合員の労働条

件の改善・福利厚生（健康促進に向けた啓蒙活

動など）の充実に向けた取り組みや各種基金が

より有効に活用されるよう周知活動を行い、受

益船主国組合としての任務を果たしていく。」 

わずか 1 行を追加するだけの修正案に対し、

執行部は「場所がそぐわない」、「文脈にそぐ

わない」、「周知活動はＩＳＳ等がやっている

のでわざわざ書く必要がない」、「協約に書い

てあるのでわざわざ周知するなんてありえな

い」、「基金は福利厚生の字句に含まれるので

修正は不要」、「ポリシーの箇所を基金でいじ

くるのはどうか」等々、とにかく本部案通りで

良いとの大合唱。 

しまいには「基金はメキシコシティーポリシ

ーや船員憲章とは関係ない」、「わざわざ方針

に書くということは協約が守られていないこ

とになる」とまで言い出す始末だった。 

これに対し職場委員側は次のように応戦し

た。 

「現場の非居住特別組合員のほとんどが基

金を知らない。パンフレットを作って欲しい」、

「協約を守るためにも周知活動が必要だ」、「周

知することが非居住特別組合員の権利保護に

つながる」、「基金の額は１００億、２００億

を超える。それをわずか４行で終わらせて良い

のか。透明性を持った周知が必要」、「先の報

道で基金の不透明さが明らかになったのに、方

針書に書いてないのは納得できない」等々。 

「場所がそぐわないなら他の場所に移して

も構わない」という譲歩も、「そぐわない」、

「周知活動は既にやっているので違和感があ

る」との執行部の声にかき消されてしまった。 

職場委員の人達は日頃洋上で外国人船員と

接しているだけに、現場に密着した当然の要求

を出したに過ぎない。論拠も正当で、日本人船

員としての矜持すら感じられた。 

それに対し、執行部はどうか。ＩＴＦポリシ

ーに基づいて非居住特別組合員の権利・利益を

どの様に守っていくのかが議論の核心である

にもかかわらず、正面から論争しようとせず横

やりに終始する姿勢。「基金」という言葉すら

タブーにしたいのか。「お上」の意向が働いて

いると感じざるを得なかった。 

いったい、修正案のどこに害があると言うの

「基金が有効に活用されるよう周知活動

を行う」の文言を方針に追加する修正案 
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東
京
海
洋
大
学
名
誉
教
授
の
笹
木
弘

先
生
が
、
去
る
６
月
22
日
老
衰
で
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
99
歳
。 

氏
は
高
知
県
四
万
十
市
の
貧
し
い
農

家
の
次
男
と
し
て
出
生
。
昭
和
19
年
に

東
京
高
等
商
船
機
関
科
を
卒
業
し
日
本

郵
船
入
社
。
同
時
に
海
軍
に
応
召
さ
れ
駆

逐
艦
春
月
、
戦
後
は
復
員
船
、
郵
船
の
社

船
に
乗
船
。
昭
和
25
年
に
新
制
東
京
商

船
大
学
の
助
手
と
な
り
、
船
員
の
人
間
性

阻
害
回
復
論
の
第
一
人
者
と
し
て
「
船
員

政
策
」
の
教
科
を
新
設
し
た
小
門
和
之
助

教
授
の
門
下
で
船
員
政
策
を
引
き
継
ぐ
。 

小
門
理
論
を
更
に
発
展
さ
せ
、
資
本
主

義
経
済
下
の
船
員
労
働
の
特
殊
性
論
・
船

員
解
放
論
を
展
開
。
「
笹
木
ゼ
ミ
」
で
は

中
西
昭
士
郎
元
海
員
組
合
長
を
始
め
数

多
く
の
船
員
活
動
家
が
育
っ
た
。 

船
主
協
会
の
船
舶
士
構
想
・
海
員
組
合

の
ス
パ
イ
ラ
ル
構
想
な
ど
航
機
両
用
化

の
動
き
に
反
対
し
専
門
分
化
構
想
を
提

唱
、
長
年
関
東
船
地
労
委
の
公
益
委
員
等

を
務
め
る
な
ど
常
に
船
員
と
共
に
あ
っ

た
。
退
官
後
も
戦
没
船
を
記
録
す
る
会
の

発
足
、
近
年
は
船
員
の
人
権
を
守
る
会
の

設
立
を
願
い
、
多
額
の
カ
ン
パ
を
提
供
し
、

自
ら
会
員
に
な
り
顧
問
を
務
め
た
。 

本
誌
８
、
９
号
の
「
海
風
気
風
７
」
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
著
書
に
船

員
政
策
と
海
員
組
合
（
成
山
堂
）
、
海
員

組
合
の
組
織
と
団
体
交
渉
（
日
本
評
論

社
）
、
海
員
争
議
と
海
員
組
合
（
労
働
旬

報
社
）
、
技
術
革
新
と
船
員
労
働
（
成
山

堂
）
、
海
に
生
き
る
（
出
版
会
「
海
に
生

き
る
」）
な
ど
。 

 
 
 

（
合
掌
） 

                

2022年度会計報告 

  （2022.10.1～2023.9.30） 

科 目 金額(円) 

 収入の部（単年度） 

会  費 (29名) 100,000  

カンパ (34名) 121,000 

郵送実費(8名)  18,500 

郵貯利子       6 

小 計 239,506 

支出の部（単年度） 

会報用紙代  73,920 

会報印刷費  31,070 

通信郵送費 144,186 

会議費  10,500 

事務用品費  26,197 

振替手数料   6,897 

小 計 292,770 

総 収 支 

単年度収支 -53,264 

前年度繰越 818,652 

総 計 765,388 

次年度繰越 765,388 

編 

集 

後 

記 

◯
６
億
円
横
領
。
被
害
者
の
組
合
が
動
こ
う
と
し
な
い
理
由
、
そ
れ
は
犯
罪
の
片
棒
を

担
い
で
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
罪
こ
そ
重
い
。
労
働
組
合
と
し
て
社
会
的
に
庇
護

さ
れ
た
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
指
弾
さ
れ
る
と
逃
げ
る
。
我
欲
し
か
な
い
。
今
の
地

位
、
権
力
を
も
て
あ
そ
ぶ
堕
落
、
腐
敗
を
永
続
さ
せ
た
い
の
だ
。（
Ｌ
） 

○
「
非
居
住
組
合
員
に
き
ち
ん
と
権
利
を
与
え
な
け
れ
ば
、
組
合
が
大
泥
棒
に
さ
れ
て

し
ま
う
」。
中
西
元
組
合
長
の
遺
言
で
あ
る
。
羅
針
盤
20
号
・
追
悼
文
か
ら
。（
Ｉ
） 

○
前
組
合
長
に
組
織
の
金
の
横
領
と
業
者
の
リ
ベ
ー
ト
で
総
額
６
億
円
。
世
間
の
常
識

な
ら
役
員
は
「
不
祥
事
を
見
抜
け
ず
申
し
訳
な
い
。
我
々
は
無
関
係
。
外
部
の
力
も

借
り
て
徹
底
的
に
調
査
解
明
す
る
。
」
と
保
身
を
図
る
と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
、
現
中

執
は
何
も
言
わ
ず
ダ
ン
マ
リ
で
保
身
を
図
る
。
世
間
の
常
識
と
は
違
う
。（
Ｊ
） 

○
海
員
組
合
前
組
合
長
の
業
務
上
横
領
事
件
、
こ
こ
ま
で
腐
っ
た
か
、
の
感
あ
り
。
一

片
の
正
義
感
も
な
い
。
労
働
運
動
と
は
無
縁
の
存
在
だ
。
現
場
代
表
に
よ
る
非
居
住

特
別
組
合
員
を
含
ん
だ
新
た
な
執
行
体
制
の
構
築
に
期
待
し
た
い
。（
Ｙ
） 

○
広
島
市
で
は
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
に
加
え
第
五
福
竜
丸
も
教
科
書
か
ら
消
さ
れ
る
。

「
私
が
初
め
て
被
曝
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
の
が
第
五
福
竜
丸
」
と
懸
念
を
表
明
す

る
吉
永
小
百
合
さ
ん
。
原
爆
の
語
り
部
活
動
の
大
切
さ
を
胸
に
刻
ん
で
い
る
。
本
誌

は
、
編
集
、
印
刷
、
発
送
す
べ
て
手
作
り
、
読
者
の
自
由
な
投
稿
と
カ
ン
パ
で
支
え

ら
れ
て
い
る
草
の
根
活
動
で
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
ま
す
。（
Ｔ
） 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

羅
針
盤 

第
41
号 

 

２
０
２
３
年
11
月
10
日
発
行 

発
行
責
任
者:

 

羅
針
盤
を
発
行
す
る
会 

竹
中
正
陽
（
た
け
な
か
ま
さ
は
る
） 

連
絡
先

住
所:

 

千
葉
県
市
川
市
国
府
台
１
の
９
の
42 

竹
中
方 

〒
２
７
２-

０
８
２
７
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
７･

３
７
５･

０
７
８
９ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス: rashinban7@

gm
ail.com

  
郵
貯
振
替
口
座 :

 

０
０
１
３
０-

６-

３
２
２
２
５
９ 

郵
貯
口
座
：
店
番
０
５
８-

普
通
５
０
９
１
９
１
９ 

◇
会
費:

年
３
０
０
０
円(

本
誌
郵
送
含
む)

。
本
誌
の
郵
送
の
み
希
望
さ
れ
る
方
は
１

回
に
つ
き
実
費
と
し
て
カ
ン
パ
５
０
０
円(

切
手
可)

を
お
願
い
し
ま
す
。 
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